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中
国
の
行
動
力
に
は
ま
こ
と
に
目
を
見
張
る
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ

る
。
熱
病
に
も
等
し
い
よ
う
な
一

0
年
間
に
わ
た
る
文
化
革
命
が
一
九

七
六
年
に
お
さ
ま
る
や
世
界
中
の
誰
も
予
想
し
え
な
か
っ
た
行
動
が
始

ま
っ
た
。
文
革
後
わ
ず
か
二
年
後
の
一
九
七
八
年
に
、
集
団
的
ノ
ル
マ

制
の
農
業
か
ら
生
産
請
負
制
へ
と
市
場
経
済
の
早
変
わ
り
が
行
わ
れ
た
。

第
二
は
こ
れ
ま
た
国
連
で
さ
え
危
ぷ
ん
だ
”
夫
婦
当
た
り
子
供
は
一

人
“
と
い
う
人
日
政
策
が
矢
継
早
に
翌
一
九
七
九
年
に
採
用
さ
れ
た
。

こ
の
開
発
と
人
口
の
分
野
に
お
け
る
二
つ
の
偉
大
な
政
策
決
定
を
、

私
は
か
つ
て
二
つ
の
跳
躍
台
と
よ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
西
欧
社
会
の
理

論
に
も
政
策
に
も
先
例
の
全
く
な
い
近
代
化
政
策
の
実
践
で
あ
る
。
徹

底
し
た
現
実
認
識
か
ら
生
ま
れ
た
選
択
の
余
地
の
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
政

策
で
あ
る
。
西
欧
的
経
験
や
理
論
の
枠
組
み
に
は
存
在
し
な
い
人
類
史

的
実
験
で
あ
る
と
こ
ろ
に
偉
大
な
意
義
が
あ
る
。

出
生
率
は
十
年
間
に
半
滅
し
、
死
亡
率
の
改
善
も
著
し
く
、
平
均
寿

命
は
韓
国
と
等
し
い
七
十
一
年
に
達
し
て
い
る
。
経
済
成
長
も
画
期
的

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
大
都
市
や
沿
海
地
域
で
の
人
々
の
生
活
水
準
の

上
昇
は
め
ざ
ま
し
い
。

中
国
人
の
伝
統
的
に
す
ぐ
れ
た
企
業
家
精
神
は
新
し
い
経
済
体
制
に

よ
っ
て
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
躍
動
し
て
い
る
。
儒
教
文
化
も
新
し

い
土
壌
の
中
で
活
発
に
動
き
始
め
て
い
る
。
人
日
と
開
発
に
深
い
関
心

を
も
つ
私
共
に
と
っ
て
、
中
国
の
行
動
は
開
発
途
上
国
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
貴
重
な
教
訓
と
な
る
。

（
黒
田
俊
夫
）

人
日
・
開
発
の
パ
イ
オ
ニ
ア
|
|
中
国
I

V
召
頭
芸
1
"
/

ー



熱
帯
泥
炭
土
壌
は
東
南
ア
ジ
ア
沿
岸
低
湿
地
に
分
布

し
、
そ
の
面
積
は
ほ
ぼ
一
1
1
0
0
万
紗
に
達
す
る
。
と
り

わ
け
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
沿
岸
低
湿
地
に

船
中
し
、
そ
の
大
部
分
は
湿
地
林
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
近
年
こ
れ
ら
地
域
の
人
口
増
加
に
と
も
な
い
泥
炭

地
帯
は
最
後
に
残
さ
れ
た
潜
在
的
耕
作
可
能
地
と
し
て

注
目
を
集
め
、
急
速
な
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
泥
炭
土
壌
に
つ
い
て
は
基
本
的
な
性
質
に
関
す

る
知
見
が
少
な
く
、
積
極
的
な
利
用
は
地
域
の
環
境
保

全
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
お
よ
び
周
辺
地

域
の
環
境
破
壊
の
観
点
か
ら
も
危
険
性
が
大
き
い
。

泥
炭
土
壌
は

U
S
D
A
Soil 
T
a
x
o
n
o
m
y

で
は

Histosol 
(
有
機
質
土
壌
）
に
分
類
さ
れ
る
。

Histosol
は
土
壌
が
年
間
一
ヵ
月
以
上
水
で
飽
和

す
る
か
、
年
間
を
通
し
絶
え
ず
水
で
飽
和
し
た
低
湿
地
（
凹
地
、
湖
沼
）
に
発
達

す
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
は
嫌
気
的
環
境
条
件
か
作
ら
れ
、
有
機
物
の
分
解

が
緩
慢
に
な
る
結
果
、
分
解
不
完
全
な
植
物
遺
体
が
集
積
す
る
泥
炭
集
積
作
用
が

起
る
。
こ
の
よ
う
に
集
積
し
た
未
分
解
植
物
遺
体
を
主
と
す
る
堆
積
物
を
泥
炭
と

呼
ぷ
。
泥
炭
表
面
で
は
酸
化
分
解
を
受
け
る
た
め
、
表
層
の
一
部
が
土
壌
化
さ
れ

た
泥
炭
土
壌
が
生
成
す
る
。
泥
炭
の
分
布
は
亜
寒
帯
と
温
帯
の
一
部
に
分
布
し
、

水
性
雑
草
に
由
来
す
る
泥
炭
が
北
半
球
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
植

物
生
産
量
が
大
き
い
熱
帯
で
は
樹
木
に
由
来
す
る
木
質
泥
炭
が
生
成
す
る
こ
と
が

専

任

講

師

陣

E

田

裕

明

日
本
大
学
農
獣
医
学
部
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れ
ら
の
地
域
で
は
高
温
多
湿
な

気
候
条
件
で
あ
る
た
め
有
機
物

の
分
解
は
極
め
て
急
速
に
進
行

す
る
。
し
か
し
こ
の
分
解
作
用

を
阻
害
す
る
最
も
大
き
な
要
因

は
水
で
あ
る
。
沿
岸
地
帯
は
河

川
堆
積
物
に
よ
る
沖
積
地
帯
が

分
布
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
特

に
上
流
よ
り
運
ば
れ
る
細
粒
質

土
壌
の
堆
積
作

mに
よ
り
生
成

さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら

地
域
の
汽
水
域
は
還
元
状
態
と

な
り
植
物
残
さ
等
の
有
機
物
の

存
在
に
よ
り
遠
元
状
態
は
よ
り

強
く
な
り
、
そ
の
結
果
未
分
解

木
質
を
含
む
泥
炭
土
壌
が
生
成

さ
れ
る
。
ま
た
、
熱
帯
泥
炭
地

＼／ 

図1 東南アジアの泥炭土壌の分布

図
ー
に
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
泥
炭
の
分
布
図
ま
た
各
国
の
泥
炭
分
布
面
積
を

表
ー
に
示
し
た
。
分
布
図
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
泥
炭
は
海
岸
線

に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
こ

曰
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
泥
炭
の
分
布

本
稿
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
、

特
徴
で
あ
る
。
亜
寒
帯

S
温
帯
に
生
成
し
た
泥
炭
は
燃
料
、
有
機
質
肥
料
等
に
用

い
ら
れ
る
が
、
熱
帯
泥
炭
は
樹
木
を
材
料
と
す
る
た
め
未
分
解
の
大
木
が
存
在
す

る
た
め
そ
の
利
用
は
限
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
泥
炭
の
分
布
、
利
用
お
よ

ぴ
農
業
生
産
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
概
括
す
る
。
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口

泥

炭

土

壌

の

利

用

•
五
＼
三
似
以
内
）
、

も
多
く
マ
レ
ー
シ
ア
、

一
方
後
者
は
分
解
の

進
行
に
と
も
な
い

F
i
b
r
i
c
,
B
e
r
n
i
e
,
 S
a
p
r
i
c
に
分
類
さ
れ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
分
布
面
積
は
表
ー
に
示
し
た
よ
う
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
最

タ
イ
、
プ
ル
ネ
イ
の
順
を
示
し
て
い
る
。
国
土
面
積
に
占

め
る
泥
炭
分
布
割
合
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
プ
ル
ネ
イ
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一

0
％
前
後
が
泥
炭
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
潜
在
的
可
耕
地
と
し
て
貴
重
な
資
源
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

泥
炭
土
壌
の
農
地
と
し
て
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
植
生
を
伐
採
し
排
水
す
る

事
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
排
水
は
泥
炭
の
脱
水
、
圧
縮
さ
ら
に
分
解
を
引
き

起
こ
し
、
急
速
な
地
表
面
の
沈
下
を
招
き
、
排
水
効
率
が
悪
化
す
る
た
め
、
さ
ら

に
排
水
を
強
化
す
る
必
要
性
が
発
生
す
る
。
そ
の
結
果
排
水
と
地
表
面
の
沈
下
の

悪
循
環
を
繰
り
返
し
泥
炭
の
消
失
を
招
く
。
こ
の
よ
う
に
泥
炭
土
壊
は
微
妙
な
生

態
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
安
易
な
排
水
処
理
は
泥
炭
の
急
速
な

あ
る
。
前
者
は

S
h
a
l
l
o
w
p
e
a
t
 
(
 

表1.東南アジア各国における泥炭分布面積

国 名
泥炭面積

（万ha)
国土面積に
占める割合（％）

インドネシア

マ レ ー シ ア

泥
炭
の
分
類
に
は
深
さ
に
よ
る
も
の

ま
た
、
そ
の
分
解
程
度
に
よ
る
も
の
が

•
五
屈
以
内
）
、
M
e
d
i
u
m
d
e
e
p
 p
e
a
t
 (I
 

D
e
e
p
 p
e
a
t
 (
三
似
以
上
）
で
あ
る
。

夕 イ

プルネイ

合 計

0

0

0

 

0
 
0
 

0

4

5

1

0

 

7

2

0

 

9

9

 

2

3

 

1

3

0

5

8

 

• 4

7

1

7

0

 

l

l

l

 

き
た
。

な
環
境
条
件
を
持
っ
た
め
泥
炭
土
壌
は

未
利
用
の
ま
ま
近
年
ま
で
放
置
さ
れ
て

域
の
大
部
分
地
域
の
汽
水
域
堆
積
物
に

は
パ
イ
ラ
イ
ト

(
F
e
S
2
)

と
呼
ば
れ

る
可
酸
化
性
硫
黄
化
合
物
を
含
ん
で
い

る
事
が
特
徴
で
あ
る
。
パ
イ
ラ
イ
ト
は

泥
炭
の
収
縮
、
消
失
後
に
は
酸
性
硫
酸

塩
上
壌
化
し
て
く
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
生
成
要
因
、
劣
悪
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写真 1. 大規模開発された泥炭土壌
ライニング、客土により整備された農道

写真2. 開墾後放置された泥炭土壌

分
解
を
促
進
す
る
た
め
極
め
て
危
険
な
行
為
で
あ
る
。
さ
ら
に
開
発
に
当
た
っ
て

は
交
通
手
段
と
し
て
泥
炭
地
帯
の
中
に
農
耕
用
大
型
機
械
が
通
行
可
能
な
農
道
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
泥
炭
の
厚
密
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
お
よ
ぴ
客

土
盛
り
土
を
必
要
と
す
る
た
め
、
葵
大
な
設
備
投
資
を
必
要
と
す
る
。
（
写
真

l
)
東
南
ア
ジ
ア
各
国
と
も
に
泥
炭
土
壌
が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
始
め
た
一
九
四

0
年
以
降
に
は
排
水
が
泥
炭
上
壌
に
対
す
る
有
効
な
開
発
手
段
と
考
え
ら
れ
た
。

開
発
に
当
た
っ
て
は
植
生
を
伐
採
し
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
火
人
れ
を
行
い
、

排
水
を
行
う
安
易
な
手
法
が
取
ら
れ
た
た
め
、
泥
炭
の
急
激
な
分
解
に
と
も
な
う

収
縮
、
酸
性
化
、
養
分
不
良
等
、
ま
た
開
発
後
泥
炭
の
分
解
に
と
も
な
い
下
層
に

堆
積
し
た
未
分
解
巨
大
木
材
の
露
出
に
よ
り
放
棄
さ
れ
た
泥
炭
土
壌
が
存
在
す
る
。

（
写
真
2
)
泥
炭
土
壌
で
の
作
物
栽
培
は
水
管
理
が
最
も
童
要
な
利
用
技
術
と
な

る
。
雨
期
と
乾
期
を
持
つ
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
下
で
の
排
水
管
理
は
小
規
模
な
農
家

単
位
で
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
大
規
模
経
営
に
よ
る
維
持
、
管
理
の
必
要
性
が

あ
る
。
（
写
真
3
)

一
方
、
大
規
模
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
労
働
力
は
泥
炭
分
布

- 5 -



パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、

ナ
ッ
ツ
、

泥
炭
土
壌
で
は
主
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、

（三）
地
域
で
は
若
年
労
働
者
の
都
市
へ
の
流
失
が
大
き
く
、
労
働
力
の
確
保
が
厘
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
労
働
力
確
保
の
た
め
に
外
国
か
ら
の
労
働
者
の
移
動

マ
レ
ー
シ
ア

コ
ー
ヒ
ー
、
水
稲
、
野
菜
類
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
作
物
は

オ
イ
ル
パ
ー
ム
お
よ
ぴ
サ
ゴ
ヤ
シ
で
あ
る
。
（
写
真

4
)
作
物

栽
培
に
関
し
て
は
泥
炭
土
壌
の
物
理
的
性
質
に
影
響
さ
れ
、
集
約
的
施
肥
管
理
が

必
要
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
作
付
け
時
の
活
清
不
良
、
活
着
後
の
泥
炭
分
解
収
縮

に
と
も
な
う
根
の
露
出
等
作
物
支
持
力
の
弱
さ
が
問
題
と
な
る
。
更
に
植
物
生
育

に
と
っ
て
重
要
な
銅
、
亜
鉛
、
ホ
ウ
素
等
の
微
量
お
よ
び
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
な

写真 3. オイルパームプランテーションでの
水管理、水溶性有機物により停滞水は褐色

サ
ゴ
ヤ
シ
、

泥
炭
土
壌
で
の
作
物
栽
培

オ
イ
ル
パ
ー
ム
、

コ
コ

か

顕

在

化

し

て

い

る

。

サ

ラ

ワ

ク

州

の

パ

イ

ナ

ッ

プ

ル

農

園

で

は

半
数
以
上
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
不
法
入
国
労
働
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
今

後
の
労
働
力
確
保
、
地
域
経
済
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

写真 4. パイナップルプランテーション
労働者の大半は海外労働者に頼っている
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ど
の
多
量
要
素
の
欠
乏
が
生
じ
る
と
と
も
に
泥
炭
の
分
解
に
と
も
な
い
開
放
さ
れ

る
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
等
の
水
溶
性
有
機
物
に
よ
る
生
育
阻
害
が
発
生
す
る
。

現
在
試
験
研
究
レ
ベ
ル
で
は
様
々
な
作
物
の
栽
培
が
試
み
ら
れ
、
あ
る
程
度
の

成
果
を
納
め
、
栽
培
指
針
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
農
家
レ
ベ
ル
で
の
実
施
に

は
多
大
な
設
備
投
資
を
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
成
果
は
十
分
に
生
か
さ
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
作
物
の
栽
培
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
収
穫

物
の
輸
送
が
問
題
と
な
る
。
さ
れ
ら
の
地
域
は
従
来
不
毛
の
地
と
さ
れ
、
東
南
ア

ジ
ア
各
国
と
も
近
代
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
た
め
、
消
費
地
へ
輸
送

熱
帯
泥
炭
土
壌
の
化
学
的
特
徴
を
一
言
で
述
べ
る
な
ら
、
有
機
物
含
鼠
は
極
め

て
高
い
が
、
そ
の
他
の
成
分
は
鉱
質
土
壊
に
比
べ
極
め
て
劣
る
貧
栄
養
土
壌
で
あ

る
。
開
拓
後
の
泥
炭
土
壌
は
強
酸
性

(
p
H
4
-
3
)

を
示
す
。
ま
た
、
肥
料
成
分

で
は
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
の

三
要
素
の
欠
乏
と
と
も
に
亜
鉛
、
銅

な
ど
の
微
最
要
素
の
欠
乏
か
特
筆
さ

れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
木
質
資
材

を
材
料
と
す
る
熱
帯
泥
炭
の
特
徴
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

泥
炭
の
全
体
積
の
約
五

0
％
は
木

質
山
来
の
半
分
解
物
で
あ
る
た
め
物

理
的
に
は
多
孔
質
で
あ
り
、
含
水
率

が
極
め
て
高
い
こ
と
か
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
結
果
開
拓
初
期
に
急
激
な

排
水
を
行
え
ば
泥
炭
の
体
積
は
急
激

に
減
少
、
収
縮
す
る
と
と
も
に
、
微

生
物
の
活
性
化
に
よ
る
分
解
が
引
き

手
段
を
急
速
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

写真 5. オイルパーム栽培プランテーション
6年後経過 0.6 rn沈下した泥炭土壌

回

泥

炭

土

壌

の

化

学

的

特

性
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p
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p
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a
n
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.
 

S
i
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g
h
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M
i
c
r
o
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t
r
i
e
n
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t
u
d
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e
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p
a
l
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r
o
c
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s
e
m
i
n
a
r
 o
n
 Fertilisers in M
a
l
a
y
s
i
a
n
 A
g
r
i
c
u
l
t
r
u
e
,
 1
9
8
3
 

H
e
n
r
y
 D
.
 F
o
t
hり

F
u
n
d
a
m
i
n
t
a
l
s
of soil S
c
i
e
n
c
e
 1
4
4
-
1
5
7
 `
 
1
9
8
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H
本
上
壌
肥
料
学
会
講
演
要
旨
集
第

37
集
日
本
土
壌
肥
料
学
会

因

参

考

文

献

（五）

結

五
口

-I--R 

1991 

起
こ
さ
れ
る
。
実
際
に
は
排
水
初
期
に
分
解
に
と
も
な
う
収
縮
に
よ
り
、
土
壌
表

面
は
三
十
＼
九
十
梵
沈
下
す
る
。
（
写
真

5
)
現
在
は
地
下
水
位
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
分
解
に
と
も
な
う
沈
下
を
軽
減
し
て
い
る
が
、
適
切
な
排
水
管
理
が
行

わ
れ
て
も
年
間
二
＼
五
戌
の
割
合
で
地
表
面
沈
下
は
続
く
。
こ
の
沈
下
を
さ
ら
に

軽
減
す
る
に
は
徹
量
要
素
成
分
で
あ
る
重
金
属
の
添
加
に
よ
る
微
生
物
の
活
性
化

阻
害
な
ど
の
手
法
を
総
合
的
に
利
用
す
る
方
法
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

東
南
ア
ジ
ア
の
約
一

0
％
を
占
め
る
泥
炭
土
壌
は
こ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
最
後

の
農
林
業
可
能
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
泥
炭
土
壌
の
安
定
的
な
継
続
利
用
に
関

し
て
は
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
極
め
て
深
刻
な
問
題
点
が
山
積
し
て
い
る
。
ま
た
、

開
発
、
管
理
技
術
だ
け
で
な
く
こ
の
地
域
の
も
う
―
つ
の
問
題
で
あ
る
労
働
力
の

る
と
考
え
ら
れ
る
。

微
妙
な

移
動
に
関
し
て
も
十
分
に
留
意
し
た
開
発
、
管
理
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、

生
態
バ
ラ
イ
ス
の
上
に
成
り
立
つ
泥
炭
土
壌
の
利
用
は
極
め
て
危
険
な
行
為
で
あ

- 8 -



ベ
ト
ナ
ム
は
、

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
東
側
に
位
置
し
、
南
シ
ナ
海
に
面
す
る
南

北
に
細
長
い
国
で
あ
る
（
一
、
六
五
〇
緑
）
。
国
境
は
中
国
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
接
し
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、

〔
ベ
ト
ナ
ム
小
史
〕

マ
レ
ー
シ
ア
に
近
い
。
紀
元
前
よ
り
一

0
世
紀

人
日
問
題
へ
の
関
心
を
抱
い
て
機
上
の
人
と
な
っ
た
。

こ
の
国
は
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
？
ベ
ト
ナ
ム
ヘ
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
色
々

9
・

力ヽ

国

際

人

口

問

題

ベ
ト
ナ
ム
は
三

0
年
に
亘
る
戦
争
を
経
て
、
今
日
の

和
国
」
と
な
っ
た
。
戦
争
は
内
乱
の
形
て
あ
っ
た
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策

へ
の
反
抗
て
あ
り
、
米
国
の
反
共
行
動
へ
の
抗
議
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
我
々
の

記
憶
に
新
し
い
の
は
、
米
軍
の
枯
れ
葉
作
戦
と
ベ
ト
ち
ゃ
ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

私
逹
が
し
は
し
は
訪
れ
た
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
違
い
は
何
た
ろ
う

長
い
間
の
戦
争
の
傷
跡
は
ど
の
よ
う
に
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

ソ
ビ
エ
ト
を
頂
点
と
す
る
共
産
主
義
が
立
11
を
4
U
て
て
崩
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、

な
想
念
が
胸
裡
を
か
す
め
る
。
と
も
あ
れ
、
私
は
未
知
の
国
を
訪
れ
る
好
奇
心
と

？・
‘
 

カ
"' 

ヽ

プ
ロ
ロ
ー
グ

参
議
院
議
員

ベ
ト
ナ
ム
視
察
旅
行

高
印

「
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共

桑

栄

松

記
-9-



ヴィエトナム社会主義共和国人ロ・開発事情議員視察日程

11月9日（土）

成田発 (TG641)c:>バンコク着

11月10日（日）

• バンコク発 (TG680)c:>ホーチミン普

・ホーチミン市内視察

11月11日（月）

• 南部人口家族計画プロジェクト視察

(UNFPA/UNICEF/JOICFP) 

ロンアン省ベンルック市、 TANBUN村

（保健クリニック訪問、家庭訪問、

ボランティアとの懇談）

・ロンアン省ペンルック市、 THANHPHU村

(F pクリニック訪問）

・ロンアン省人民評議会（省議会）訪問

・チョーライ病院訪問

・医療ゴム企業訪問 (UNFPA計画）

・トゥーズー病院訪問

•国会社会医療委員会との懇談会

11月12日（火）

ホーチミン発 (VN31!)c:>ダナン普

〈移動〉ダナン⇒フエ

・トゥアンティエン省人民評議会（省議会）歓迎会

• 中部家族計画プロジェクト視察

, QUANG PHU村クリニック視察

・トゥアンティエン省人民議会歓迎会

11月13日（水）

，フエ市内視察

く移動〉フエ⇒ダナン

・ダナン市内視察

・ダナン市人民評議会メンバーより表敬を受ける

11月14日（木）

ダナン発 (VN310)o0ハノイ着

，ファム・ソン・保健大臣表敬

・グェン・ティ・タン国会社会医療委員会代表表敬

・レ・クアン・ダオ国会議長表敬

•国会社会医療委員会、人口•開発関係者との懇談会

11月15日（金）

・母子保護研究所及び家族計画協会事務所訪問

・グエン・ルック人口家族計画国家委員会副委員長訪問

・ハノイ市内視察

• UNFPA代表主催昼食会

• UNFPAとの懇談

・ヴォー・ヴァン・キエット首相兼

人口家族計画国家委員長表敬

II月16日（土）

ホーチミン廟に献花及びホーチミンの家見学

ハノイ発 (TG683) o0バンコク着

11月17日（日）

バンコク発 (TG640)⇔成田着

（
国
民
の
八

0
%
)
の
国
で
あ
り
、

に
至
る
約
一
、

0
五
0
年
の
間
、

中
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

一
九

従
っ
て
儒
教
、

ま

乗

仏

教

中

国

文

化

圏

に

属

す

る

と

い

え

よ

う

。

1
0
世
紀
以
降
は
、
独
立
国
と
し
て
国
内
に
お
け
る
支
配
勢
力
の
興
亡
を
経
て
一

八
五
八
年
仏
の
侵
略
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
支
配
が
第
二
次
世
界
大
戦
末
期

ま
で
続
い
て
き
た
。
日
本
は
、
一
九
四

0
年
北
部
イ
ン
ド
シ
ナ
に
進
駐
し
、

四
五
年
仏
印
軍
の
武
装
解
除
を
行
い
、
八

0
年
に
亘
る
仏
支
配
が
終
了
し
た
。

大

- 10 -



冗
ー（一）
年

二、

一
月

一
日
》

も
な
く
、
北
部
ベ
ト
ミ
ン
軍
と
南
部
仏
ベ
ト
ナ
ム
軍
と
の
間
に
内
乱
が
始
ま
り
、

そ
の
終
結
間
近
に
米
軍
は
異
議
を
唱
え
、
一
九
六
五
年
北
爆
を
開
始
し
た
。
こ
の

戦
争
は
一
九
七
三
年
パ
リ
平
和
協
定
が
締
結
さ
れ
、
一
九
七
六
年
ベ
ト
ナ
ム
完
全

統
一
が
宣
言
さ
れ
て
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
主
席
(
-
九
六
九
年
九
月
―
一
日
死
去
）
指
導

下
の
共
産
主
義
国
家
が
誕
生
し
た
。

現
地
で
の
視
察
・
懇
談

（
＊
印
は
視
察
・
懇
談
、

以
下
同
じ
。
）

我
国
か
ら
直
行
便
は
な
い
の
で
バ
ン
コ
ッ
ク
経
由
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
入
っ
た
。

つ
い
で
フ
エ
、
ダ
ナ
ン
、

ハ
ノ
イ
各
市
に
移
動
し
た
が
、

も
一

H
の
予
定
で
あ
っ
た
の
で
、
朝
は
五
時
半
起
床
、
七
時
朝
食
、
八
時
ホ
テ
ル

発
飛
行
場
へ
向
か
う
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
連
日
朝
早
く
荷
物
整
理
の
た
め

起
床
す
る
こ
と
は
、
私
達
に
と
り
や
は
り
厳
し
い
旅
程
で
あ
っ
て
、
そ
の
ス
ト
レ

ス
疲
労
は
帰
国
後
に
も
持
ち
越
し
た
様
に
思
わ
れ
た
。
気
候
は
北
部
は
亜
熱
帯
、

南
部
は
常
夏
で
あ
る
が
、
一
級
ホ
テ
ル
に
も
拘
ら
ず
バ
ス
タ
プ
（
浴
槽
）
が
な
く
、

シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
は
奇
異
の
感
が
抱
か
れ
た
。

月
給
は
二

0
米
ド
ル
位
と
の
事
で
あ
る
が
、
今
日
な
お
厳
し
い
経
済
統
制
下
に

あ
る
と
こ
が
認
識
さ
れ
た
。
高
物
価
の
日
本
か
ら
見
れ
ば
、
ま
さ
に
半
世
紀
前
の

姿
で
あ
る
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市

＊
ロ
ン
ア
ン
省
人
口
•
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
婦
人
と
の
懇
談
、
家
庭
訪
問
等
）

＊
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
訪
問

＊
ト
ゥ
ー
ズ
ー
病
院
（
産
婦
人
科
病
院
）
訪
問

＊
朕
療
ゴ
ム
企
業
視
察

〔
ベ
ト
ち
ゃ
ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
〕

人
口
問
題
と
は
直
接
の
係
わ
り
で
は
な
い
が
、

ト
ゥ
ー
ズ
ー
病
院
の
ベ
ト
ち
ゃ

ハ
ノ
イ
を
除
き
い
づ
れ

- II -



ヴォー・ヴァン・キエット首相表敬（右から 6人目）

フォン議員・トゥーズー病院長と
元気になったドクちゃんと

あ
っ
た
。

ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
に
会
う
こ
と
は
、
視
察
旅
行
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一

グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
グ
ォ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
病
院
長
（
女
医
）

つ
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ち
ゃ
ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
に
付
き
添
っ
て
来
日
し
た
こ
と
も
あ
り
、
有
名
人
で

副
国
会
議
長
で
あ
る
。
ド
ク
ち
ゃ
ん
は
片
足
で
松
菓
杖
を
つ
い
て
元
気
に
飛
び
回

こ
の
国
が
独
力
で
行
っ

た
手
術
が
こ
こ
ま
で
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
は
、
医
学
の
成
果
と
し
て
心
か
ら
嬉
し

り
に
も
脳
障
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
在
意
識
反
応
は
示
さ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
二
者
択
一
か
両
者
生
存
か
の
選
択
の
ギ
リ
ギ
リ
の
線
て
後
者
を
と
っ
た

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
阪
学
的
判
断
に
お
い

て
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
論
識
の
別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

フ
ォ
ン
院
長
か
ら
は
病
院
施
設
の
不
備
・
老
朽
化
に
対
し
て
援
助
方
の
要
請
が

く
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、

ベ
ト
ち
ゃ
ん
は
片
足
は
伸
ば
し
た
ま
ま
で
、
来
日
の
折

り
、
電
子
ビ
ア
ノ
を
弾
き
、
愛
嬌
を
振
り
撒
い
て
い
た
。

の
話
を
聞
く
。
彼
女
は
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で
肝
炎
感
染
の
危
険
が
あ
る
。
）

泥
水
に

①
新
生
児
は
生
後
直
ち
に

E
C
G
接
種
。
（
注
射
器
具
は
使
い
捨
て
で
は
な
い
の

ら
七

0
村
に
拡
大
し
た
い
と
の
要
望
あ
り
）

＊
 

一
月
―
二
日
》

＊
ト
ゥ
ア
ン
テ
ィ
エ
ン
省
人
日
・
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
。

朝
ホ
ー
チ
ミ
ン
空
港
発
、
ダ
ナ
ン
着
。
ダ
ナ
ン
市
よ
り
車
で
一
一
時
間
半
で
フ
エ

市
着
。
フ
ォ
ン
ザ
ン
ホ
テ
ル
に
て
ベ
ト
ナ
ム
中
部
人
日
問
題
担
当
委
員
会
と
懇

談
。
対
岸
に
大
き
な
ド
ン
バ
市
場
が
見
え
た
。

（
午
後
）

U
N
F
P
A
/
U
N
I
C
E
F
/
保
健
省
／
ジ
ョ
イ
セ
フ
に
よ
る
人
日
家
族
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
。
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区
の
村
の
保
健
所
に
て
説
明
あ

り
。
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
と
し
て
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区
を
現
在
の
九
村
か

（
水
田
作
業
中
、

②
婦
人
の
一
四
％
は
婦
人
科
的
疾
患
を
持
っ
て
い
る
。

腰
ま
で
浸
る
た
め
と
の
説
明
あ
り
。
病
名
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
対
策
は

考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

リ
ン
グ
着
用
者
が
多
い
が
、
使
用
方
法
の
不
適
切
も
問

ロ
フ

《
九
一
年

工

市

ベトナムの人ロ・家族計画について
説明するファム・ソン保健大臣（左端）

ロンアン省タンゴア村保健クリニック訪問婦人との懇談

- 13 -



回

ハ

《
九
一
年
―
一
月
―
四

H
》

ダ
ナ
ン
空
港
発
、

ハ
ノ
イ
着
。

＊
 

り。 ＊
 

題
で
あ
ろ
う
。
）

一
月
一
三

H
》

（
市
内
観
光
）
天
姥
寺
、
太
和
殿
、
啓
成
殿
。

＊
ド
ン
バ
市
場
視
察
。
(
-
三
日
午
前
中
ま
で
続
く
）

フ
エ
市
は
日
本
の
京
都
と
比
較
さ
れ
て
い
る
が
、
古
都
ら
し
い
遺
跡
と
し
て
は

期
待
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
長
年
月
に
及

ぷ
戦
争
の
影
脚
で
で
も
あ
ろ
う
か
。

曰

ダ

《
九
一
年
一

午
後
フ
エ
市
発
、
車
に
て
ダ
ナ
ン
市
へ
。

フ
エ
省
と
ダ
ナ
ン
省
の
境
界
ハ
イ
バ
ン
峠
に
仏
植
民
地
時
代
の
要
塞
の
残
骸
あ

（
市
内
観
光
）

チ
ャ
ム
彫
刻
美
術
館
（
古
い
ヒ
ン
ズ
ー
教
遺
跡
）

＊
ダ
ナ
ン
市
人
民
評
議
会
議
員
と
懇
談
。

市

ノ

ィ

＊
フ
ァ
ム
・
ソ
ン
保
健
大
臣
、
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン
国
会
社
会
医
療
委
員
会
代

表
、
レ
・
ク
ア
ン
・
ダ
オ
国
会
議
長
。
夫
々
表
敬
訪
問
、
懇
談
。

《
九
一
年
―
一
月
一
五
日
》

＊
栂
子
健
康
研
究
所
お
よ
び
家
族
計
画
協
会
事
務
所
ド
ゥ
オ
ン
・
テ
ィ
・
ク
オ
ン

所
長
（
女
医
）
の
説
明
を
受
け
、
病
院
内
視
察
。
（
施
設
の
不
備
・
老
朽
化
に

対
し
て
援
助
方
の
要
請
あ
り
）

＊
グ
ェ
ン
・
ル
ッ
ク
人
日
家
族
計
画
国
家
委
員
会
副
委
員
長
よ
り
人
日
予
測
等
の

説
明
あ
り
。
（
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
の
よ
う
な
業
務
）

＊
シ
ー
ラ
・
マ
ッ
ク
レ
ー

U
N
F
P
A
ベ
ト
ナ
ム
代
表
よ
り

U
N
F
P
A
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
、
将
来
計
画
等
に
つ
い
て
説
明
あ
り
。
（
現
在
、

U
N
F
P
A
が
資
金
協

力
を
し
て
い
る
の
は
九
省
で
来
年
か
ら
は
一
六
省
に
増
や
し
た
い
と
の
こ
と
。
避
妊
用

具
を
対
象
者
全
員
に
配
布
の
計
画
。
配
布
だ
け
で
な
く
自
主
的
行
動
を
惹
起
す
る
た
め

ナ

ン

市

（
フ
ォ
ン
ド
ン
ホ
テ
ル
に
て
）
。
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し
か
し
、
儒
教
の
国
と
し
て
の
生
活
態
度
は
、
識
字
率
八
八
％
（
八
九
年
）
で

も
わ
か
る
よ
う
に
勤
勉
で
あ
り
、
「
お
し
ん
」
が
尊
敬
さ
れ
る
思
想
的
背
景
が
く

み
取
ら
れ
た
。
「
お
し
ん
」
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
が
普
及
す
れ
ば
、
恐
ら
く
熱

烈
歓
迎
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
各
地
で
視
察
し
た
市
場
、
生
活
の

様
態
か
ら
生
活
向
上
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

再
び
衛
生
水
準
に
言
及
す
れ
ば
、
我
々
が
視
察
し
た
ア
セ
ア
ン
や
ア
フ
リ
カ
等

途
上
国
に
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
乳
児
死
亡
の
第
一
原
因
が
下
痢
症
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策
と
し
て
は
先
ず
安
全
な
飲
料
水
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ

‘.
o
 

し 六
0
種
の
少
数
民
族
が
含
ま
れ
る
。

三、

エ
ピ
ロ
—
グ

の
理
解
・
教
育
に
つ
い
て
一
層
の
エ
夫
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
）

＊
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
キ
ェ
ッ
ト
首
相
兼
人
日
家
族
計
画
国
家
委
員
会
委
員
長
表

《
九
一
年
一

＊
ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
と
家
を
見
学
。

南
北
に
細
長
い
ベ
ト
ナ
ム
は
、
北
部
ハ
ノ
イ
は
政
治
の
中
心
で
あ
り
、
南
部
は

穀
倉
メ
コ
ン
デ
ル
タ
が
あ
り
暮
ら
し
や
す
い
。
米
作
は
二
毛
作
又
は
三
毛
作
。
農

業
主
体
の
労
働
は
婦
人
に
荷
重
が
偏
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

民
族
構
成
は
、
全
人
口
六
、
七

0

0
万
人
(
-
九
九
一
）
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
九

0
％
を
占
め
、
華
僑
―

0

0
万
人
、
そ
の
他
の
ク
メ
ー
ル
人
な
ど
七
五
万
人
で
、

人
日
増
加
率
は
ニ
・
ニ
％
で
、
そ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
三
二
年
で
二
倍
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
人
口
統
計
資
料
は
極
め
て
不
備
で
あ
っ
て
、
家
族

計
画
の
成
果
を
評
価
す
る
に
は
必
ず
し
も
正
確
と
は
言
い
難
い
。

衛
生
水
準
は
、
平
均
余
命
（
男
六
一
•
五
オ
、
女
六
六

•
O
オ
）
、
乳
児
死
亡

率
（
出
生
―

0

0
0
あ
た
り
五
三
•
八
、

H

本
は
五
）
が
示
す
よ
う
に
高
く
は
な

一
月
一
六
日
》

＊
ハ
ン
ゴ
市
場
視
察
。

敬
懇
談
。
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桜

井
三
治
重
信
（
参
議
院
・
民
社
党
）

〈
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
副
会
長
〉

る
。
首
都
ハ
ノ
イ
在
住
の
政
府
高
官
の
あ
る
医
師
は
、
自
家
用
飲
料
水
用
に
雨
水

を
溜
め
て
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
人
日
増
加

率
を
西
暦
二

0
0
0
年
迄
に
一
・
七
％
に
下
げ
る
こ
と
に
努
力
目
標
を
お
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
乳
児
死
亡
率
の
低
下
と
、
そ
れ
に
甚
づ

く
少
産
少
死
が
前
提
で
あ
る
。
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
、
そ
し
て

自
主
的
な
行
動
は
、
こ
の
国
の
高
い
識
字
率
を
考
え
れ
ば
十
分
に
期
待
さ
れ
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

現
在
(
-
九
八
九
年
）
ベ
ト
ナ
ム
の
輸
出
及
ぴ
輸
入
は
共
に
日
本
か
第
一
位
を

占
め
て
い
る
。
共
産
圏
か
ら
の
援
助
が
急
速
に
滅
少
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
お
い
て
、

我
国
の
支
援
に
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
際
戦
後
我
国
が
家
族
計
画
に
於
い

て
優
れ
た
成
果
を
収
め
た
経
験
•
ノ
ー
ハ
ウ
が
併
せ
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

一
層
の
効
果
が
上
が
る
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
国
際
人
日
問
題
議
員
懇
談
会
副
会
長
〉

阿
部
昭
吾
（
衆
議
院
・
進
民
連
）

〈
国
際
人
日
問
題
議
員
懇
談
会
副
会
長
〉

新
（
衆
議
院
・
自
民
党
）

〈
国
際
人
日
問
題
議
員
懇
談
会
幹
事
〉

高
桑
栄
松
（
参
議
院
・
公
明
党
）

〈
国
際
人
日
問
題
議
員
懇
談
会
会
員
〉

団
長
井
上
普
方
（
衆
議
院
・
社
会
党
）

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

人
口
•
開
発
事
情
議
員
視
察
団
名
簿
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行
わ
れ
た
。

ま
た
、

一
九
九
四
年
に
開
か
れ
る
「
国
連
世
界
人
日
会
議
」
に
つ
い
て
鹿

超
党
派
（
共
産
党
を
除
く
）
の
国
会
議
員
で
組
織
す
る
「
国
際
人
日
問
題

議
員
懇
談
会
」
は
十
二
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
第

一
会
議
室
で
平
成
三
年
度
第
二
回
総
会
を
開
い
た
。

福
田
赳
夫
名
袢
会
長
（
元
首
相
）
の
挨
拶
の
の
ち
安
倍
晋
太
郎
会
長
、
佐

藤
隆
会
長
代
行
の
死
去
に
伴
う
後
任
人
事
に
つ
い
て
、
会
長
に
中
山
太
郎
衆

議
院
議
員
（
前
外
相
）
、
会
長
代
行
に
鹿
野
道
彦
衆
議
院
議
員
（
元
農
水

相
）
、
鹿
野
代
表
幹
事
の
後
任
に
桜
井
新
衆
議
院
議
員
（
衆
院
内
閣
委
員

長
）
を
満
場
一
致
で
選
出
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
桜
井
新
代
表
幹
事
が
来
年
二
月
二
十
五
日
に
東
京
で
お

こ
な
わ
れ
る

A
F
P
P
D
並
ぴ
に

A
P
D
A
十
周
年
記
念
式
典
と
同
二
十
六
日

の
”
第
八
回
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
会
議
“
な
ど
に

つ
い
て
報
告
。
二
十
五

H
の
正
午
過
ぎ
か
ら
は
去
る
四
月
十
七
日
死
去
し
た

佐
藤
隆

A
F
P
P
D
議
長
、

A
P
D
A
理
事
長
の
”
偲
ぷ
会
“
を
開
く
こ
と
も

説
明
さ
れ
た
。

議
員
派
遣
交
流
で
十
一
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共

和
国
の
人
日
・
開
発
事
情
を
視
察
し
た
議
員
団
長
の
井
上
普
方
副
会
長
（
社

会
党
）
か
ら
、
各
地
で
精
力
的
な
視
察
を
行
い
友
好
親
善
を
深
め
た
報
告
が

会
長
代
行
•
鹿
野
道
彦
氏

会
長
に
中
山
太
郎
氏

（
元
農
水
相
）

（
前
外
相
）
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池
田

東

祥
三
（
公
明
・
衆
）

治
（
連
合
参
議
院
・
参
）

久
興
（
自
民
・
衆
）

土
井
た
か

f
（
社
会
・
衆
）

矢
追

囚

云

長

〕

中

山

赳
夫

太
郎
（
自
民
・
衆
）

道
彦
（
自
民
・
衆
）

普
方
（
社
会
・
衆
）

エ
ジ
プ
ト
、

ト
レ
コ
が
開
催
国
の
立
候

野
会
長
代
行
か
ら
「
チ
ュ
ニ
ジ
ア

補
を
し
て
い
る
か
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
が
辞
退
。
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
も
正
式
に

開
催
国
と
し
て
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
面
で
十
年
に
一
度
の

大
会
を
開
催
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
国
と
し
て
、
日
本
を
望
む
声
が
強
い
の

で
諸
般
の
情
勢
を
み
な
が
ら
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
」
と

の
提
案
が
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
次
の
と
お
り
。

〔
名
臀
会
長
〕
福
田

〔
会
長
代
行
]
鹿
野

〔
副
会
長
〕
井
上

秀
彦
（
公
明
・
衆
）

重
信
（
民
社
・
参
）

昭
吾
（
進
歩
民
主
連
合
・
衆
）

新
（
自
民
・
衆
）

三
治

阿
部

〔
代
表
幹
事
]
桜
井

〔
代
表
幹
事
代
理
・
事
務
局
長
〕
石
井

〔
事
務
局
長
補
佐
〕
清
水
嘉
与
子
（
自
民
・
参
）

〔

幹

事

〕

亀

井

―
―
一
（
自
民
・
参
）
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ま
す
。

I
P
と
は

間
ジ
ョ
イ
セ
フ
が
日
本
の
戦
後
の
経
験
を
も
と
に
発
展
途
上
国
で
推
進
し
て
き

。
ア
メ
リ
カ
、

ラ
テ
ン

ア
フ
リ
カ
そ
し
て
南
太
平
洋
地
域
の
二
四
ヵ
国
て
実
施
さ
れ
て
い

「
健
康
教
育
を
核
と
し
て
住
民
の
意
識
を
高
め
、
寄

lt
虫
や
栄

養
改
善
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
母
子
保
健
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
家
族
計
画
を

た
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
I
P
)
 は
現
在
ア
ジ
ア
、

●

は

じ

め

lJ 

．
．
．
．
．
 

石

井

澄

江

闘

ジ

IPを通じて見たもの

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー

ヨ

イ

セ

フ

洗濯、炊事、水浴び（人間も牛も）。
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て
い
る
。

を
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
亡
く
し
、
女
手
―
つ
で
六
人
の
子
供
を
育
て
あ
げ
た
。
白
い
プ
ラ
ウ
ス
に
黒

の
ペ
ラ
ペ
ラ
の
布
で
作
っ
た
筒
状
の
ズ
ボ
ン
を
は
き
プ
ラ
ウ
ス
の
袖
口
と
ズ
ボ
ン

の
す
そ
か
ら
は
、
細
い
手
首
と
足
首
が
覗
い
て
い
る
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
よ
く
見
か

け
る
タ
イ
プ
の
年
配
の
女
性
で
あ
る
。

そ
の
グ
ェ
ン
さ
ん
の
家
は
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
広
い
と
は
言
え
な
い
前

庭
に
は
、
わ
ず
か
に
野
菜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
一
歩
家
の
中
に
入
る
と
、
一
瞬

真
っ
暗
で
な
に
も
見
え
な
い
。
目
が
慣
れ
て
く
る
と
、
家
の
隙
間
か
ら
人
る
日
差

し
で
、
三

0
平
方
屈
位
の
土
間
に
、
ベ
ッ
ド
（
木
製
で
薄
い
ゴ
ザ
が
一
枚
敷
い
て

あ
る
だ
け
）
と
、
欠
け
た
茶
碗
数
個
、
は
し
数
組
の
置
い
て
あ
る
棚
、
僅
か
な
食

料
が
入
っ
て
い
る
箱
、
そ
れ
に
位
牌
と
線
香
た
て
の
あ
る
の
が
見
え
る
。
家
は
竹

と
ア
ン
ペ
ラ
（
ベ
ト
ナ
ム
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
多
年
生
植
物
）
の
茎
で
作
ら
れ

名
の
六
ニ
オ
の

女
性
に
出
会
っ

た
。
彼
女
は
夫

ン
さ
ん
と
い
う

進
め
る
運
動
」

紹
介
し
ま
す
。

ナ
ム
社
会
主
義

テ
ィ
ン
県
ニ
・ニ・

T

J

 

ロ
ッ
ク
開

ロ
ン
村
で
グ
ェ

共

和

国

ゲ

・

ヽ

一
月

ベ
ト

一
九
八
八
年

ベトナム社会主義共和国
（斜線はプロジェクト地区）

●

ベ

ト

ナ

ム

の

母

で
す
。
今
回
は
こ
の

I
P
の
実
施
で
経
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご

- 20 -



「
子
供
達
は
皆
独
立
し
て
今
は
一
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
寂
し
く
な
い
か
っ

て
？
近
所
の
人
達
が
皆
、
助
け
て
く
れ
る
し
、
食
事
は
ま
だ
自
分
で
つ
く
れ
る
し
。

六
人
の
子
供
の
う
ち
、
四
人
は
大
学
を
卒
業
さ
せ
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。
そ
の

子
供
た
ち
は
公
務
員
と
し
て
他
の
県
で
働
い
て
い
ま
す
。
他
の
二
人
も
既
に
結
婚

し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、
き
っ
と
同
じ

道
を
辿
る
と
思
い
ま
す
よ
。
」

長
年
の
農
作
業
で
節
縛
だ
っ
た
指
か
、
苦
労
の
日
々
と
軍
労
働
を
物
語
っ
て
い
る

が
、
や
さ
し
い
眼
差
し
で
淡
々
と
答
え
て
く
れ
た
。
「
何
が
一
番
楽
し
い
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
「
な
ん
と
い
っ
て
も
テ
ッ
ト
（
ベ
ト
ナ
ム
の
正
月
に
あ

か
ら
。
」

と
グ
ェ
ン
さ
ん
は
、

た
り
、
中
国
の
旧
正
月
と
同
じ
）
よ
。
子
供
た
ち
か
孫
達
を
連
れ
て
帰
っ
て
く
る

と
言
う
答
え
か
帰
っ
て
来
た
。

初
め
て
の
ニ
・

ロ
ン
村

肌
に
刻
ま
れ
た
深
い
し
わ
と
、

東
京
か
ら
飛
行
機
で
六
時
間
で
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
着
く
。
そ
こ
で
一
泊

し
て
か
ら
翌
日
更
に
一
一
時
間
飛
ん
で
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
に
到
着
す
る
。
ハ

ノ
イ
か
ら
は
四
輪
駆
動
車
に
乗
っ
て
八
時
間
南
西
に
進
む
と
、
グ
ェ
ン
さ
ん
が
い

現
在
）

る
二
。
ロ
ン
村
の
あ
る
ゲ
・
テ
ィ
ン
県
に
つ
く
。

ゲ
・
テ
ィ
ン
県
の
人
口
は
三
、
五
八
一
、
五
―
一
八
人
(
-
九
八
九
年
四
月
一
日

の
国
政
調
木
且
）
で
ベ
ト
ナ
ム
三
つ
の
特
別
市
と
四
五
の
県
(
-
九
九
一
年
一

0
月

の
中
で
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
つ
い
で
二
番
目
に
多
い
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
始

め
と
す
る
多
く
の
指
導
者
の
出
身
県
で
は
あ
る
が
、
経
済
的
に
は
最
も
貧
し
い
県

の
―
つ
で
あ
る
。
ハ
ノ
イ
ヘ
の
補
給
ル
ー
ト
上
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
中
は
、
北
爆
の
標
的
に
さ
れ
、
県
庁
の
あ
る
ヴ
ィ
ン
市
で
は
、
終
戦
の
時

は
空
爆
に
よ
っ
て
で
き
た
穴
が
、
焼
け
野
原
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た

と
聞
い
た
。
立
ち
並
ぷ
建
物
と
、
忙
し
そ
う
に
行
き
交
う
車
や
自
転
車
を
み
て
い

る
と
、
今
で
は
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
平
和
に
見
え
る
が
、
少
し
歩
く
と

ま
だ
戦
争
の
大
き
な
傷
痕
に
出
会
う
。
政
府
の
招
待
所
の
庭
に
は
ト
ー
チ
カ
が

あ
っ
て
、
食
堂
で
食
事
を
す
る
人
々
の
目
を
ひ
く
し
、
村
で
少
し
話
を
す
る
と
、

●
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な
け
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
。

家
族
計
画
の
実
施
率
を
聞
く
と
、

か
五
—
八
人
と
避
妊
手
術
を
受
け
た
女
性
が
一
人
の
計
五
九
人
だ
と
い
う
。
し
か

し、

こ
の
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
避
妊
器
具
も
薬
品
も
な
く
、
家
族
計
画
の

サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
の
で
、
全
員
が
郡
の
病
院
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
に
行
か

な
い
。 と

こ
ろ
が
保
健
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
＾

H
見
て
、

か
ひ
か
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
分
娩
室
の
床
か
土
間
に
な
っ
て
い
た
。
分
娩

室
だ
け
で
な
く
、
分
娩
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
眼
る
部
限
も
、
土
間
に
ゴ

ザ
か
一
枚
敷
い
て
あ
る
錆
ぴ
た
鉄
製
の
ベ
ッ
ド
が
置
い
て
あ
る
だ
け
で
、
他
の
部

犀
も
ほ
ぼ
同
じ
状
態
＂
薬
局
に
は
薬
ら
し
い
も
の
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
壁
に

は
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
も
貼
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
な
い
も
の
ず
く
め
の
セ
ン

タ
ー
は
、
近
頃
で
は
貧
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
ま
り
お

H
に
か
か
ら

い
数
字
で
あ
る
。

、
ょ
、
。

i
t
t
 

況
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
に

IUD
（
子
宮
内
避
妊
器
具
）

ど
の
家
庭
で
も
肉
親
を
戦
争
で
失
っ
て
い
る
の
か
わ
か
る
。
ま
た
、
村
の
人
口
は

男
性
と
女
性
の
割
合
か
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
、
特
に
三
五

1
四
五
才
位
の
女
性
に
未

婚
、
未
亡
人
の
割
合
が
高
い
。

ニ
・
ロ
ン
村
に
戻
ろ
う
。
人
口
五
、

人
の
殆
ど
か
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
主
な
農
産
物
は
米
、
落
花
生
、
か
ぽ
す
に

似
た
柑
橘
系
の
果
物
で
あ
る
c

ベ
ト
ナ
ム
の
村
で
は
収
入
を
一
人
あ
た
り
の
米
の

生
産
高
で
表
し
て
い
る
か
、
こ
の
村
の
一
人
あ
た
り
の
年
収
は
一
八
〇
げ
。
一
人

一
ヶ
月
最
低
＾
〇
キ
ロ
は
米
を
食
べ
る
の
で
、
食
べ
て
い
く
の
か
や
っ
と
と
い
う
状

こ
の
村
の
住
民
の
健
康
を
守
る
の
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ン
・
ヘ
ル
ス
・
ヘ
ン
タ
ー
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
施
設
か
一
ヵ
所
あ
る
だ
け
。
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
四
人
、
準
阪
師
一
＾
．
人
と
看
護
婦
が
一
人
い
る
だ
け
で
医
師
は

一
九
八
七
年
に
こ
の
村
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
一
二
九
人
で
、
全
員

か
こ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
生
ま
れ
て
い
る
。
施
設
分
娩
率

i
Q
O
%
、
素
睛
ら
し

唖
然
と
し
た
。
電
気
、
水
道

（
正
式
に
は
コ
ミ
ュ
ー

―1
0
七
人
、
世
帯
数
は
一
、

寸
て
木

↓
ー
＼

1

―-
I
・
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写真でみる

I 

ー• ’ ’泌ち`

村の保健センターで定期的な乳児健診

母親たちを集めての青空教室

家族計画／母子保健について教える。

ベトナムの IP

た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
。

こ
の
村
て
は
一
、
二
八
一
世
帯
の
内
、

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寄
生
虫
の
感
染
率
は
ほ
ぽ
一

0

0
％
だ
っ
た
。
原
因
は

か
つ
て
の
日
本
と
同
じ
で
、
人
糞
を
肥
料
と
し
て
使
っ
て
い
る
た
め
だ
っ
た
。
貧

し
い
農
民
は
肥
料
を
買
う
お
金
も
な
い
し
、
人
糞
の
中
の
寄
生
虫
卵
を
殺
し
、
無

害
化
し
て
使
う
ま
で
待
て
な
い
。
こ
こ
で
[

P
を
進
め
る
な
ん
て
、

ま
た
、

ー：

一
体
ど
う
し

二
六

0
世
帯
に
ト
イ
レ
が
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村のポランティア、ピルやコンドームを携えて家庭訪問 村をあげてのクリーン作戦

村のボランティアの妊婦訪問「どう赤ちゃん、順調？」 小学校での寄生虫検査・駆除

~24~ 



再
び
ニ
・

最
初
の
訪
問
か
ら
一
年
後
、
二
回
目
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
。
分
娩
室
の
人

口
で
思
わ
ず
目
を
見
張
っ
た
。
分
娩
室
の
床
に
は
タ
イ
ル
が
張
ら
れ
、
室
に
入
る

時
に
は
履
物
を
脱
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
分
娩
台
も
木
製
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス

い
る
。
分
娩
後
の
お
園
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
休
む
ベ
ッ
ド
に
は
蚊
帳
が
吊
ら
れ
て

い
る
し
、
家
族
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
も
ピ
ル
、

コ
ン
ド
ー
ム
そ
し
て

IUD
の
挿
人

村
の
中
で
は
、
井
戸
に
蓋
を
つ
け
た
り
、
井
戸
の
廻
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗

装
す
る
と
い
う
よ
う
な
改
善
を
行
っ
て
い
る
家
々
や
、
ト
イ
レ
を
建
て
直
し
た
り
、

水
洗
式
に
改
善
し
て
い
る
農
家
も
あ
っ
た
。
村
で

1

P
を
推
進
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
保
健
ポ
ス
ト
（
保
健
セ
ン
タ
ー
の
下
部
組
織
）
で
働
く
人
達
を
支
え
る
た

め
に
、
村
人
は
一
人
当
た
り
一
年
間
に
一
〇
キ
ロ
ず
つ
米
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
村
の
道
も
掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
来
、
村

人
が
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
来
や
す
い
よ
う
に
道
路
の
整
備
を
し
た
と
、
村
長
が
少
し

誇
ら
し
げ
に
話
し
て
い
た
。

学
校
へ
行
っ
て
子
供
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
。

駆
虫
薬
を
飲
ん
だ
人
こ
は
ほ
全
員
が
手
を
あ
げ
る
。

寄
生
虫
が
で
て
来
た
人
こ
）
れ
も
ほ
ぼ
全
員
。

寄
生
虫
に
感
染
し
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
？
＂
食
事
の
前
や
用

便
後
に
手
を
洗
う
、
履
物
を
は
く
等
々
．
．
．
．
．
．
．
．
．
o

ロ
ン
村
で

は
に
か
み
な
が
ら
も
答
え
て
く
れ
る
。

そ
し
て
村
人
が
か
わ
っ
て
い
る
の
が
、
は
っ
き
り
と
み
え
て
き
た
。
勿
論
す
べ
て

一
年
前
と
比
べ
る
と
僅
か
だ
け
れ
ど
村
か
、

か
理
想
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区
の
人
達

と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
成
果
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
は
、

次
々
と
起
こ
る
難
問
に
取
り
組
む
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
て
き
た
幸
せ
を
し
み
じ
み
と
実
感
し
な
か
ら
、

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

製
の
も
の
に
取
り
替
え
ら
れ
、

そ
の
横
で
は
助
産
婦
さ
ん
が
得
意
気
に
微
笑
ん
で

●
 

一
九
八
九
年

ヽ

一
月
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八
九
年
一

ベ
ト
ナ
ム
の

I

P

ニ
・
ロ
ン
村
に
隣
接
し
た
あ
と
二
つ
の
村
を
北
部
か
ら
、
中
部
と
南
部
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
村
、
合
計
九
つ
の
村
を
選
ん
で

I
P
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九

(
U
N
I
C
E
F
)
、
国
連
人
日
屈
金

0
月
で
あ
る
。
国
連
児
童
基
金

(
U
N
F
P
A
)
、
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
そ
し
て
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
四
者
の
協
力
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
の

I
P
は、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
二
年
を
経
た
後
、

一
九
九
一

年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
保
健
省
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公

衆
衛
生
院
の
二
名
の
専
門
家
に
よ
る
評
価
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ョ
イ
セ
フ

が
推
進
し
て
い
る

I
P
は
ベ
ト
ナ
ム
農
村
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
当
初
の

H
的
を
達

成
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
報
告
書
で
は

I
P
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
で
家
族
計
画
を
推
進
す
る
の
に
、
効
果
的
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
際
の
成
果
と
し
て
は
、
避
妊
実
施
率
の
増
加
、
近
代

的
な
避
妊
方
法
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
、
理
想
の
子
供
数
の
滅
少
、
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
積
極
的
参
加
、
手
洗
い
等
の
衛
生
習
慣
の
改
善
、
ト
イ
レ
や

井
戸
の
設
置
ま
た
は
改
善
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
詳
細

は
『
評
価
報
告
書
』
英
文
を
参
照
）
こ
の
評
価
の
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
る
四
者
の
合
意
に
よ
っ
て
一
九
九
一
年
の
六
月
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区

が
九
ヵ
村
か
ら
七

0
ヵ
村
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。

●
 

私
の
好
物
だ
と
知
っ
て
、

タ
ー
で
噛
み
締
め
た
。

一
年
後
も
忘
れ
ず
炊
い
て
く
れ
た
稿
米
を
保
健
セ
ン
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い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
の
。
手

も
注
射
に
よ
る
避
妊
も
し
て
は

三
五
オ
を
す
ぎ
て
い
て
、

ピ
ル

ク
に
行
っ
た
の
だ
け
ど
、
も
う

で
も
私
が
若
い
こ
ろ
は
、
避
妊

と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
し
、
避
妊
方
法
を
教
え
て
も

ら
っ
た
時
は
遅
す
ぎ
た
の
。
本

当
は
末
の
子
が
生
ま
れ
る
前
に

避
妊
す
る
つ
も
り
で
ク
リ
ニ
ッ

ら
、
三
＼
四
人
に
し
た
い
わ
。

「
こ
れ
か
ら
子
供
を
生
む
な

ダ
チ
ェ
ン
さ
ん
は
言
う
。

ダ
チ
ェ
ン
さ
ん
は
今
三
八
オ

で
、
一
七
オ
で
結
婚
し
て
か
ら

1
0
回
の
出
産
を
経
験
し
た
。

現
在
生
き
て
い
る
子
供
は
―

1
0

オ
を
頭
に
八
人
、
残
り
の
二
人

は
一
オ
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前

に
病
死
し
た
。
二

0
オ
に
な
る

長
女
は
半
年
前
結
婚
し
た
の
だ

が
、
新
婚
三
ヵ
月
で
夫
が
事
故

実
家
に

で
死
亡
し
た
た
め
、

戻
っ
て
き
た
。

◆
 

一
九
九
0
年
一

0
月

ブ
ー
タ
ン
王
国

ブ
ン
タ
ン
県

ダチェンさん（右から二番目）一家

ブータン王国

（斜線はプロジェクト地区）
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ん
で
い
る
。
今
は
そ
ば
の
収
穫
期
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
つ
く
り
、
牧
畜
を
営

0

0
料
位
の
高
地
に
住
み
、

そ
ば
や

あ
る
。
住
民
は
、

ほ
ぼ
標
高
三
、

゜

で
一
日
半
、
東
に
走
っ
た
と
こ
ろ
に

こ
こ
プ
ン
タ
ン
県
は
プ
ー
タ
ン
の

秋
は
ど
こ
で
も
刈
り
人
れ
で
忙
し
い
。

術
だ
け
は
い
や
だ
し
、
困
っ
た
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
末
っ
子
が
で
き
ち
ゃ
っ
た

の
よ
。
こ
れ
か
ら
先
、
避
妊
を
ど
う
す
る
か
で
す
っ
て
？
も
う
年
だ
し
、

「
も
う
年
だ
」
と
言
わ
せ
る

年
齢
な
の
だ
。

ち
か
ら
朝
食
の
支
度
で
は
じ
ま
る
。

白
米
と
チ
ー
ズ
と
唐
辛
子
を
煮
た
エ

マ
ダ
シ
（
日
本
で
は
漬
物
に
あ
た
る

と
バ
タ
ー
茶
が
朝
食
の
メ

ニ
ュ
ー
。
床
に
八
人
全
員
が
車
座
に

な
っ
て
食
事
を
す
る
。
ガ
ラ
ス
戸
を

通
し
て
入
っ
て
く
る
朝
日
を
一
杯
浴

ぴ
な
か
ら
、
炊
き
た
て
の
白
米
か
ら

の
ぼ
る
湯
気
の
な
か
で
食
事
を
し
て

い
る
風
景
に
、

思
わ
ず
こ
ち
ら
の
腹

の
虫
が
…
…
…
。
食
事
を
済
ま
せ
る

と
、
家
族
全
員
が
農
作
業
に
む
か
う
。

首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
か
ら
四
輪
駆
動
車

ダ
チ
ェ
ン
さ
ん
の
一
日
は
暗
い
う

かけ声をかけ合いながら「そば」の実をはずしていく

も
の
）

は
既
に

届
い
て
い
な
い
プ
ー
タ
ン
で
三
八
才

ダチェさん一家の朝食、思わず腹の虫が……
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わ
。
」
平
均
寿
命
が
ま
だ
五

0
オ
に

ら
は
妊
娠
す
る
こ
と
も
な
い
と
思
う

こ
れ
か



ブータンで一般的な「村」

●
ブ
ー
タ
ン
ニ
神
秘
の
国
、

タ
ン
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
出
産

児
童
基
金
）
に
よ
れ
ば
、

プ
ー

し
て
い
る
。

ユ
ニ
セ
フ

（
国
連

が
原
因
で
、
多
く
の
命
を
落
と

妊
娠
・
出
産
に
関
連
す
る
こ
と

い
っ
て
よ
い
程
知
ら
な
い
し
、

で
あ
る
。
多
く
の
女
性
が
自
分

の
体
に
つ
い
て
は
、

全
く
と

生
活
は
プ
ー
タ
ン
で
は
一
般
的

つ
だ
ろ
う
？
ダ
チ
ェ
ン
さ
ん
の

し
か
し
、
人
々
の
生
活
は
ど

波
に
洗
わ
れ
て
い
る
。

タ
ン
は
い
ま
、

急
速
に
開
発
の

男
女
三
人
位
で
く
み
に
な
っ
て
、
先
が
二
股
に
わ
か
れ
た
木
で
、
刈
り
取
っ
た
そ

ば
を
叩
き
な
が
ら
、
実
を
は
ず
す
作
業
に
余
念
が
な
い
。
子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
の
分
担
が
決
ま
っ
て
い
て
、
畑
の
掘
り
起
こ
し
、
家
畜
の
世
話
、
周
親
の
食
卓

の
手
伝
い
な
ど
一
生
懸
命
働
く
。

秘
境
、
神
秘
の
国
、
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
等
々
プ
ー
タ
ン
を
表
現
す
る
時
に
使
わ
れ

る
言
葉
は
す
で
に
概
ね
、
遥
か
彼
方
の
知
ら
れ
ざ
る
国
に
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

思
い
か
込
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
プ
ー
タ
ン
も
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
初
め
て
ブ
ー
タ
ン
を
訪
問
し
た
と
き
に
は
三
人
し
か
い
な
か
っ

た
日
本
人
も
い
ま
で
は
、
海
外
青
年
協
力
隊
の
隊
員
が
激
刺
と
し
て
仕
事
を
し
て

い
る
の
を
、
首
都
で
よ
く
見
か
け
る
ま
で
に
な
っ
て
き
た
。
一
九
八
五
年
に
地
方

の
視
察
に
で
か
け
た
と
き
は
、
一
日
走
っ
て
も
、
す
れ
違
う
車
は
片
手
で
数
え
ら

れ
た
が
、
い
ま
で
は
も
う
何
台
す
れ
違
っ
た
と
数
え
る
の
も
億
劫
に
な
る
く
ら
い

車
の
数
も
増
え
た
。
秘
境
プ
ー

は
た
ま
た
？
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ま
た
、
識
字
率
、
特
に
女
性

な
い
も
の
が
多
い
。

ま
だ
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

は
出
生
＾
、

代
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

届
い
て
い
な
い
。
乳
児
死
亡
率

0
 0

0
対
―
―
一
五

で
そ
の
他
の
保
健
指
標
も
ま
だ

は
総
人
日
の
六
五
％
に
し
か
近

親
達
は
十
供
を
背
負
っ
て
片
道

最
低
一
＼
一
一
時
間
歩
く
と
い
う

村の女性のトレーニング
文字には頼れないので、もっぱら口頭で行う

ち
ょ
っ
と
村
へ
行
っ
て
家
庭
訪
問
し
よ
う
と
誘
わ
れ
、
車
で
三

0
分
、
山
の
中

腹
に
家
が
少
し
ま
と
ま
っ
て
あ
る
場
所
へ
い
っ
た
。
こ
の
村
は
十
二
世
帯
、
人
日

こ
れ
で
は
村
で
な
く
部
落
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
つ
つ

家
の
数
を
数
え
る
と
、
な
ん
ど
数
え
て
も
六
軒
し
か
な
い
。
十
二
世
帯
が
こ
の
六

軒
に
住
ん
で
い
る
の
か
と
き
く
と
、
残
り
の
六
世
帯
は
こ
の
山
を
越
え
た
と
こ
ろ

ニ
ッ
ク
）

説
明
に
思
わ
ず
頭
を
抱
え
て
し

ま
う
。
因
み
に
、

プ
ー
タ
ン
で

に
行
く
と
き
も
、

母

た
場
所
へ
出
向
い
て
き
て
く
れ
る
巡
回
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
ク
リ

に
あ
る
と
い
う
返
事
が
帰
っ
て
き
た
。

一
月
に
一
回
、
決
ま
っ
た
日
時
に
決
ま
っ

五
四
人
だ
と
い
う
説
明
に
、

の
生
活
空
間
は
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
広
い
。

率
の
高
い
理
由
の
一

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
一
部
を
な
す
高
い
山
々
に
覆
わ
れ
、
人
々
は
そ
の
な
か
に
あ
っ

て
、
自
然
と
共
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

ま
だ
か
な
り
自
給
自
足
的
な
生
活
を
営
ん
で

い
る
。
プ
ー
タ
ン
の
村
は
他
の
国
々
と
ち
が
っ
て
人
日
規
模
か
小
さ
い
か
、
村
人

そ
れ
も

言
っ
て
い
る
が
、

1
0
万
対
一
、
三
一

0
人
(
-
九
九
二
年
世
界
子
供
白
書
）

高
い
国
の
一

で
、
世
界
で
も
最
も

つ
に
な
っ
て
い
る
（
プ
ー
タ
ン
政
府
の
関
係
者
は
七

0

0
人
位
だ
と

そ
れ
で
も
世
界
的
な
水
準
か
ら
み
る
と
高
い
）
。
妊
産
婦
死
亡

つ
は
地
理
的
な
困
難
さ
に
あ
る
。
国
全
体
が
山
に
、
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アウトリーチクリニック

母親達をあつめて先ずは「衛生教育」

に
男
性
一
人
。

の
識
字
率
が
低
い
。
女
性
の
一

0
％
が
識
字
人
口
だ
と
い
う
が
、
私
の
会
っ
た
農

村
の
女
性
の
中
に
は
、
保
健
推
進
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
、
読
み
書
き
の
で
き

る
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
唯
一
の
例
外
は
プ
ー
タ
ン
の
皇
室
の
血
を
ひ
く
、

貴
族
の
女
性
だ
け
だ
っ
た
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

住
ん
で
い
る
農
民
に
対
し
て
、

健
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
、
物
理
的
に
保
健
施
設
か
ら
遠
く
離
れ
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
向
い
て
い
っ
て
保

プ
ー
タ
ン
で
は
こ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
住
民
の
健
康
を
守
る
最
前
線
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ズ
ン
ガ
イ
村
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
隣
接
す
る
七
つ
の
村
七
五
世
帯
の
住
民

を
対
象
に
毎
月
二
二
日
に
開
設
さ
れ
る
。

例
え
そ
れ
が
日
曜
日
に
あ
た
っ
て
も
変
更
し
な
い
。
だ
か
ら
保
健
ス
タ
ッ
フ
は
日

曜

H
で
も
働
く
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
運

村
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
対
象
と
な
る
女

性
の
数
は
約
五

0
人
。
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
、
保
健
衛
生
教
育
、
子
供
の

発
育
チ
ェ
ッ
ク
、
予
防
接
種
、
妊
娠

検
壺
、
妊
婦
の
健
診
、

一
般
の
病
気

に
対
す
る
治
療
、
そ
し
て
栄
養
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
食
料
（
小
麦
と
大
豆
の

粉
）
配
給
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
保
他

ス
タ
ッ
フ
を
助
け
る
村
の
保
健
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
三
人
、
女
性
二
人

で
朕
者
は
い
な
い
。
こ
こ
ズ
ン
ガ
イ

営
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
常
時
二

1
三
人

一
度
決
め
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
日
は
、

●
ブ
ン
タ
ン
県
ズ
ン
ガ
イ
村
の
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一
人
も
家
族
計
画
の
サ
ー
ビ
ス

た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ヘ

を
う
け
て
い
る
人
は
い
な
か
っ

し
、
私
が
見
て
い
た
限
り
で
は

と
答
え
が
帰
っ
て
き
た
。
し
か

の
サ
ー
ビ
ス
も
し
て
い
る
。
」

「
治
療

と
投
薬
を
し
な
が
ら
家
族
計
画

朝
一

0
時
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
ズ
ン
ガ
イ
村
到
着
。
既
に
四

0
人
近
い
母
親
た
ち

が
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
さ
れ
る
建
物
の
前
で
座
っ
て
待
っ
て
い
る
。
子
供
に
乳
を

ふ
く
ま
せ
た
り
、
お
喋
り
に
花
を
さ
か
せ
た
り
、
子
供
の
セ
ー
タ
ー
を
編
ん
だ
り
、

ニ
ッ
ク
で
は
先
ず
、
全
員
を
梵
め
て
保
健
衛
生
教
育
を
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。

村
人
達
は
ほ
ぼ
全
員
が
読
み
書
き
で
き
な
い
の
で
、
教
育
は
専
ら
日
頭
で
行
う
。

だ
か
ら
使
う
教
材
も
殆
ど
は
絵
で
分
か
り
易
い
よ
う
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。

全
員
に
対
す
る
教
育
か
終
わ
っ
た
所
で
、
各
自
が
持
参
し
た
健
康
管
理
カ
ー
ド
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
め
て
ゆ
く
。
子
供
の
発
育
チ
ェ
ッ
ク
と
予
防
接
種
用
は
ピ
ン

ク
、
妊
婦
用
は
黄
色
等
、
対
象
に
よ
っ
て
カ
ー
ド
の
色
分
け
が
さ
れ
て
い
る
。
健

診
を
す
る
方
も
、
う
け
る
方
も
毎
月
の
こ
と
な
の
で
、
ス
ム
ー
ス
に
仕
事
が
進
め

ら
れ
て
行
く
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
読
み
書
き
の
で
き
る
の
は
ヘ
ル
ス
ス
タ
ッ

フ
だ
け
。
身
長
・
体
菫
を
は
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
カ
ー
ド
に
書
き
込
む

こ
と
ま
で
、
だ
れ
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い
。
予
防
接
種
を
終
え
、
治
療
、
投

薬
を
す
る
午
後
一
時
ご
ろ
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
顔
に
疲
労
の
険
が
色
濃
く
現
れ
る
。

少
し
手
伝
っ
て
も
ら
え
た
ら
。

識
字
率
の
低
さ
が
障
害
と
な
っ

て
立
ち
は
だ
か
る
。

つ
す
る
の
と
聞
く
と
、

家
族
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
は
い

保健センターでのスタッフの打ち合せ

せ
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
う

毛
糸
を
紡
い
だ
り
、

栂
親
達
は
一
時
も
じ
っ
と
し
て
休
む
こ
と
は
な
い
。

ク
リ
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ナ
ワ
ン
が
言
う
、

●
ブ
ン
タ
ン
県
タ
ム
シ
ン
村

ル
ス
ス
タ
ッ
フ
は
住
民
の
、
特
に
栂
と
子
の
健
康
を
守
る
た
め
最
大
の
努
力
を
し

て
い
る
。
こ
の
濃
密
な
仕
事
の
流
れ
の
中
に
、
家
族
計
画
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

入
れ
る
た
め
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
数
を
増
や
す
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
訓
練
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
量
を
軽
減
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
？
い
つ
も
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
動
を
見
る
た
ぴ
に
新
し
い
問
題
に
つ

き
あ
た
る
。
そ
の
度
に
プ
ー
タ
ン
側
の

I
P
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
ナ
ワ
ン
・
ド

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
次
第
で
は
、
子
供
の
身
長
や
体
重
を
測
る
こ

ル
ジ
氏
と
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
相
談
す
る
。

「
ね
え
ナ
ワ
ン
、
確
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
は
読
む
こ
と
も
書
く
こ
と
も

で
き
な
い
け
れ
ど
、

と
は
で
き
る
と
思
う
の
。
目
盛
り
を
よ
ん
で
、

カ
ー
ド
に
記
入
し
て
も
ら
う
だ
け

で
、
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
は
と
て
も
軽
減
で
き
る
と
思
う
わ
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
の
空
い
た
時
間
で
、
家
族
計
画
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
し
て
あ
げ
ら
れ
る
し
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
達
の
相
談
に
も
の
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
出
来
る
で
し
ょ
。

「
ウ
ー
ン
、
確
か
に
そ
う
か
も
知
れ
な
い
け

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
ど
う
か
し
ら
？
」

ど
、
そ
れ
で
な
く
と
も
、
毎
日
の
農
作
業
で
忙
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
に
、
ま
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
何
日
も
集
ま
っ
て
も
ら
う
の
は
、
犠
牲
が
多
き
す
ぎ
な

い
か
な
？
そ
れ
に
保
健
ス
タ
ッ
フ
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
時
間
を
や
り
く
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
。

で
も
来
年
の
活
動
に
向
け
て
の
課
題
に
す
る
の
も
お
も

し
ろ
そ
う
だ
ね
。
」
話
題
の
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

今
日
は
村
で
検
便
と
駆
虫
を
行
う
日
で
あ
る
。
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
前
も
っ

て
村
人
達
に
知
ら
せ
て
あ
る
た
め
、
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
村
に
到
清
す
る
こ
ろ
に
は

村
人
た
ち
が
自
分
と
家
族
の
便
を
持
っ
て
待
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
ぴ
っ
く
り
し

た
の
は
、
順
番
を
ま
っ
て
い
る
人
の
な
か
に
ラ
マ
僧
が
い
る
こ
と
。

「
こ
れ
が
寄
生
虫
予
防
の
思
わ
ぬ
効
果
な
ん
だ
よ
。
寄
生
虫

予
防
を
通
じ
て
学
校
の
先
生
、
村
の
指
導
者
、
警
察
や
軍
の
関
係
者
そ
し
て
ラ
マ

僧
ま
で
保
健
の
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。
残
念
な
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生まれてはじめて顕微鏡をのぞく
「ねえ、父ちゃん、何みてるの＿？」

村での寄生虫検査、駆除
民家の庭に机を持ち出して、即席の青空検査室

が
ら
多
く
の
村
人
達
は
ま
だ
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
言
う
こ
と
よ
り
、

こ
と
を
聞
く
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、

い
う
こ
と
は
、

ラ
マ
僧
の
言
う

プ
ー
タ
ン
の
農
村
で
は
と
て
も
画
期
的
な
こ
と
な
ん
だ
。
」

農
家
の
庭
に

tJL
を
だ
し
、
持
っ
て
き
た
顕
微
鏡
を
置
く
。
検
便
を
し
な
が
ら
保

健
ス
タ
ッ
フ
は
住
民
に
顕
微
鏡
を
覗
か
せ
る
。
顕
微
鏡
の
中
に
う
ご
き
ま
わ
る
虫

を
み
て
、

ぎ
ょ
と
し
た
顔
を
す
る
農
民
。
ナ
ワ
ン
が
言
う
、

か
ず
っ
て
い
う
だ
ろ
う
。
学
校
で
も
村
で
も
必
ず
顕
微
鏡
を
覗
か
せ
る
と
、
皆
、

と
て
も
衛
生
教
育
を
熱
心
に
聞
く
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ
。
検
便
と
い
う
活
動
自
体

が
生
き
た
衛
生
教
育
な
ん
だ
。
」

今
日
は
プ
ン
タ
ン
県
を
去
る
日
、

て
い
る
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
区
を
す
べ
て
廻
る
に
は
、
最
低
で
も
三

1
四
週
間

か
か
る
。
な
に
し
ろ
一

つ
の
県
か
ら
他
の
県
に
移
動
す
る
の
に
は
最
短
で
丸
一
日
、

自
分
の
目
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
を
確
か
め
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

遠
い
と
こ
ろ
で
は
首
都
か
ら
三
日
の
行
程
で
あ
る
。

l
p
は
プ
ー
タ
ン
の
五
つ
の
県
で
実
施
さ
れ

「
百
聞
は
一
見
に
如

そ
の
ラ
マ
僧
を
僕
た
ち
の
協
力
者
に
で
き
た
と
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新
緑
に
覆
わ
れ
る
頃
だ
ろ
う
。
ま
た
、
春
に
会
い
ま
し
ょ
う
。

峠
に
は
そ
ろ
そ
ろ
雪
が
降
り
始
め
た
。

も
、
な
か
な
か
う
ま
く
は
い
か
な
い
。

う
か
の
一
言
で
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま

す
ぎ
て
、
子
供
が
な
に
を
生
意
気
い

ど、

こ
の
地
方
じ
ゃ
親
の
権
限
が
強

育
を
し
よ
う
と
は
り
き
っ
た
ん
だ
け

い
た
よ
。
」

と
言
っ
て
胸
を
は
る
。

の
数
が
減
っ
た
と
、

と
て
も
喜
ん
で

達
は
体
の
不
調
を
訴
え
て
く
る
子
供

ま
で
下
が
っ
た
ん
だ
。

そ
れ
に
先
生

ト
開
始
前
の
八
一
％
か
ら
一
三
％
に

「
南
部
の
チ
ラ
ン
県
で
は
学
校
の
生

徒
の
寄
生
虫
感
染
率
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

つ
つ
、
訪
問
で
き
な
い
地
区
に
つ
い

て
ナ
ワ
ン
氏
に
報
告
し
て
も
ら
う
。

「
で
も
、
子
供
達
を
通
じ
て
親
の
教

こ
の
次
の
訪
問
は
雪
が
解
け
て
山
々
が

う
ん
だ
。
な
か
な
か
思
う
通
り
に
は
い
か
な
い
ね
。
」
人
間
を
対
象
に
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
生
き
も
の
。
相
手
を
い
つ
も
考
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
つ
も
り
で
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表 1 出生率、乳児死亡率、識字率／都市、 農村、 各国別データ

出生率 (%0) 乳児死亡率 (%0) 識字率（％）

国名 都 市 農 村 都 市 農 村 都 市 農 村

日 本 11. 9 11. 5 11.1 13. 8 99, 8 99. 8 

イ ン ド 27. 3 34. 8 62. 5 119. I 51. 9 17, 6 

パキスタ ン 32. 7 32. 6 105, 2 135. 2 34, 7 7. 3 

イ フ ン 35. 4 47. 3 61. 3 127. 1 43. 5 6. 6 

バングラデシュ 23. I 36. 9 99. 4 112. 5 34. I 15. 3 

イスラエル 24, 9 40. 8 23 28. I 85. 3 69. 7 

アフガニスタン 39. 9 49. 5 129. 9 189 20. 8 2. 2 

夕 イ 70 年 37. 8 22. 2 81. 9 68. 4 

スリ フ ンカ 36, l 23, 9 91.1 79. 5 

夕 イ 80 年 13. I 7. 7 95 92 

表の解説：アジアの各国別に出生率、乳児死亡率と15歳以上の女子識字率のデータを都

市、農村別に一覧にしたものである。日本のように出生率、乳児死亡率が共に

低く識字率が高い国とパキスタン、アフガニスタンのように全く逆の傾向を示

している国とが同時に並べられている。ここから読み取れることは識字率の向

上に伴って、出生率、乳児死亡率ともに減少する（逆の相関）ということと、

乳児死亡率の低い国は出生率も低下する（正の相関）ということである。とく

に出生率と乳児死亡率が識字率の変化に伴って劇的に変化したタイの事例は興

味深い。

デ
ー
タ
を
加
工
し
た
の
で
、

以
下
三
回
に
分
け
て
紹
介
す
る
。

帥
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
は
、

ア
ジ
ア
の
都
市
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、

女
子
識
字
率
と

出
生
率
、
死
亡
率
そ
の
他
の

相
関
テ
ー
タ

次
の
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図1 女子識字率と乳児死亡率の相関グラフ 図2 女子識字率と出生率の相関グラフ

乳児死亡率

200 

出生率

60・・ 

．
 150•· 

都市
．． 

と 農村

100 

50• ・

。。

10>・ 

20 40 60 80 100識字率
。。

20 40 60 80 100識字率

図の説明： 15歳以上女子の識字率と乳児死亡率の相関関係を取

ると、そこにはほぼ完全な相関関係があることがわ

かる。識字率の向上が乳児死亡率の低下にそのまま

直結している。その相関係数はマイナス 1が完全な

相関を意味しているのだが、この場合マイナス0.95 

という相関が得られている。

図の説明： 15歳以上女子の識字率と出生率の相関関係を取ると、

そこには高い相関関係があることがわかる。識字率

の向上にともなって識字率が明確に低下する。その

相関関係はマイナス 1が完全な相関を意味している

のだが、この場合マイナス0,8とマイナス0,7という

相関が得られている。
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口
増
加
は
、
ュ
'
'
五

0
年
に
百
十
六
億
人

九
九

0
年
に

九
人
と
な
っ
て
お
り
、

ご
ろ
に
は
百
億
人
を
突
破
す
る
。
こ
の
人

年
に
七
十
二
億
人
に
逹
し
、
二

0
五
0
年

二
0
0
0
年
に
六
十
一
．
億
人
、
二

0
1
0

将
来
、
世
界
人
口
は
さ
ら
に
増
え
続
け
、

に
よ
る
。

よ
っ
て
死
亡
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
こ
と

医
療
革
命
・
公
衆
衛
生
の
改
善
な
ど
に

¥

o

 

し
魚？］ 

で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

し
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
驚
く
べ
き
速
さ

こ
の
よ
う
な
人
口
の
急
激
な
増
加
は
、

合
が
大
き
い
。

ら
ず
の
間
に
倍
に
な
る
と
い
う
ス
ピ
ー
ド

そ
の
な
か
で
も
ア
ジ
ア
地
域
の
占
め
る
割

【
世
界
人
口
、

四
億
人
で
あ
る
。

二
―
五

0
年
に
は
百
十
六

億
人
に
】
世
界
の
人
口
は
、
現
在
約
五
十

―
九
五

0
年
当
時
は
約

二
十
五
億
人
で
あ
っ
た
の
で
、

四
十
年
足

で
但
界
人
口
は
増
え
て
き
た
。
こ
れ
は
二

十
五
億
人
に
達
す
る
の
に
、
約
百
年
を
要

る
。
特
に
、
途
上
地
域
で
の
人
口
増
加
が
、

著
し
く
、
二

0
0
0
年
ご
ろ
に
は
世
界
の

世
界
の
食
料
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

な
ど
の
問
題
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

世
界
人
口
全
体
が
増
加
す
る
中
に
あ
っ

て
、
先
進
国
で
は
逆
に
出
生
率
の
低
下
に

よ
る
人
口
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

先
進
国
に
お
い
て
は
、
合
計
特
殊
出
生
率

（
一
人
の
女
性
が
一
生
涯
に
平
均
し
て
何

人
の
子
供
を
産
む
か
を
示
す
数
値
）
が
一

人
口
の
約
八
割
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
、

で静止するまで続くと予測されてい

I 

人闊
口紀
爆；
発課
抑題
制 I 

ヘ
先
進
国
の
協
力
必
要

に

ヽ

）
ら

ゅ
う
す

13
お

む
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に
は
約
五
七
％
に
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ

進
国
に
よ
る
直
接
投
資
や
市
場
の
提
供
を

い
て
も
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

都
市
部
へ
の
集
中
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

進
出
・
就
業
、
晩
婚
化
、
子
供
に
対
す
る

価
値
観
の
変
化
、
子
供
の
教
育
費
の
増
加
、

家
族
形
態
の
変
化
、
離
婚
の
増
加
な
ど
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力

の
不
足
、
福
利
厚
生
費
の
増
加
な
ど
の
問

【
増
加
の
大
半
は
途
上
国
で
】
一
方
、
途

上
国
で
は
出
生
率
が
高
い
ま
ま
で
あ
り
、

年
少
人
口
が
増
大
し
て
い
る
。
今
後
の
世

界
人
口
増
加
の
大
部
分
を
途
上
国
が
占
め

人
口
増
加
や
経
済
成
長
に
伴
う
生
活
水
準

の
向
上
な
ど
に
よ
り
食
料
、
資
源
、
環
境

な
ど
状
況
が
厳
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
も
年
少
人
口
の
増
加
は
、
経
済
的
な

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
経
済
、
社
会

開
発
の
阻
害
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
途
上
国
に
お
い
て
も
人
口
の

五
五
年
に
約
一
七
％
だ
っ
た
こ
れ
ら
の

国
々
の
都
市
人
口
比
率
は
、
―

1
0
二
五
年

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
都
市
の
ス
ラ
ム
化
、

住
環
境
の
悪
化
、
都
市
機
能
の
低
下
な
ど

の
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
懸
念
が
強
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
都
市
に
集
中
し
て
き
た

人
々
を
受
け
入
れ
る
十
分
な
雇
用
が
な
い

が
ら
、
次
の
こ
と
な
ど
の
協
力
が
必
要
で

的
条
件
な
ど
が
異
な
る
こ
と
に
配
慮
し
な

れ
ら
の
国
々
の
社
会
的
・
文
化
的
・
宗
教

よ
る
一
方
的
な
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
こ

ケ
ー
ト
な
取
り
扱
い
を
要
し
、
先
進
国
に

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、

し
か
し
、

人
口
に
関
す
る
問
題
は
デ
リ

術
的
•
財
政
的
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

国
に
よ
る
教
育
、
屈
用
な
ど
を
含
め
た
技

題
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

た
め
、
国
外
へ
織
を
求
め
て
流
出
す
る
こ

先
進
国
な
ど
に
お
け
る
労
働
力
の
不
足
、

南
北
・
南
々
の
所
得
格
差
の
拡
大
、
民
族

・
宗
教
な
ど
に
よ
る
地
域
紛
争
の
増
大
な

的
な
人
口
移
動
の
時
代
を
迎
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

【
家
族
計
画
の
普
及
を
】
途
上
国
の
持
続

可
能
な
開
発
に
は
人
口
増
加
の
あ
る
程
度

の
抑
制
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
進

あ
ろ
う
。

第
一
に
、
途
上
国
で
の
家
族
計
画
の
普

及
に
よ
り
人
口
増
加
抑
制
の
努
力
を
続
け

る
と
と
も
に
、
女
性
の
地
位
向
上
、
教
育
、

屈
用
、
保
健
水
準
の
引
き
上
げ
な
ど
に
つ

第
二
に
、
国
際
的
な
人
口
の
移
動
圧
力

に
対
処
す
る
に
は
、
雇
用
機
会
の
創
出
、

技
術
移
転
な
ど
に
よ
り
途
上
国
の
経
済
の

安
定
と
発
展
を
図
る
こ
と
と
と
も
に
、
先

ど
が
こ
の
よ
う
な
動
き
を
加
速
し
、
国
際

下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
女
性
の
社
会

と
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

人
口
を
維
持
で
き
る
二

•
O
九
人
を
既
に
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の
会
議
が
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
公
開
の

原
則
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
だ
。
地
球

（
績
集
委
員
•
竹
内

U
N
C
E
D
は
、
来
年
六
月
一
日
か
ら

十
二
日
ま
で
、
プ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
く
。
悲
本
的
に
は
国
連
の
総

会
決
議
に
基
づ
く
政
府
間
会
議
で
あ
り
、

意
を
目
指
し
て
い
る
が
、
会
議
に
は
政
府

関
係
者
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
市
民
が

集
ま
る
。
会
議
の
準
備
に
当
た
る
プ
ラ
ジ

関
係
者
と
報
道
陣
を
合
わ
せ
て
約
七
千
人

な
の
に
対
し
て
、
環
境
団
体
な
ど
非
政
府

組
織

(
N
G
O
)

の
参
加
者
数
は
八
千
＼

ル
政
府
の
説
明
で
は
、
政
府
、
国
際
機
関

六
つ
の
テ
ー
マ
（
注
1
)

に
つ
い
て
の
合

な
る
。

の

N
G
O
に
加
わ
れ
ば
参
加
で
き
る
こ
と
に

登
録
（
注
2
)

さ
れ
た
。
だ
れ
で
も
、
ど
こ
か

は
、
総
会
決
議
で
も
確
認
さ
れ
た
。

N
G
O
に
貢
献
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
針

て
も
、
多
く
の
人
々
の
実
行
が
伴
わ
な
け

れ
ば
、
地
球
再
生
の
効
果
は
期
待
で
き
な

市
民
団
体
の
力
。
人
々
の
意
識
を
高
め
、

行
動
に
駆
り
立
て
る
た
め
に
、
大
い
に

今
春
の
第
二
回

U
N
C
E
D
準
備
会

議
で
決
ま
っ
た

N
G
O
の
参
加
資
格
は
、

「
会
議
に
関
係
が
あ
り
、
能
力
が
あ
る
」

だ
け
だ
か
ら
、
す
で
に
三
百
五
十
の

N
G
O
が

環
境
や
開
発
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
き
た

謙）

そ
こ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
、

人
の
総
決
起
大
会
と
い
っ
て
も
よ
い
。

し＼

゜

が
、
も
う
一
っ
‘

よ
り
重
要
な
の
は
、

こ

え
、
政
府
間
の
取
り
決
め
が
で
き
た
と
し

首
脳
が
は
じ
め
て
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
だ

シ
ス
テ
ム
の
中
で
進
行
し
て
き
た
。

た
と

ヽ
ッ
ト
」

の
呼
称
が
示
す
通
り
全
世
界
の

な
試
み
に
な
る
。

―
つ
は
、

「
地
球
サ

る
こ
と
に
な
っ
た
か
。
地
球
の
破
壊
は
、

政
治
、
経
済
、
社
会
な
ど
極
め
て
複
雑
な

は
、
二
つ
の
意
味
で
人
類
史
上
の
画
期
的

な
ぜ
、

こ
れ
ほ
ど
の

N
G
O
が
参
加
す

発
に
関
す
る
国
連
会
議

(
U
N
C
E
D
)
」

あ
る
。

半
年
後
あ
ま
り
に
迫
っ
た

「
環
境
と
開

に
は
、
三
万
人
を
超
え
る
と
い
う
観
測
も

地
球
の
再
生
へ
草
の
根
に
期
待

一
万
三
千
人
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

市
民
か
主
役
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」

環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議

二
十
一
世
紀
展
望
グ
ル
ー
プ

含
め
て
総
合
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
間

一
説

ー
・
ー
・

1
)

9

1

 

- 40 -



球
の
な
か
の
私
、
私
の
な
か
の
地
球
」

の

し
て
い
る
。

U
N
C
E
D
へ
の
提
案
書
「
地

ジ
ュ
ネ
ー
プ
の

U
N
C
E
D
事
務
局
に

も
に
、
こ
れ
ら
の
会
議
へ
の
参
加
を
計
画

市
民
連
絡
会
」

教
授
ら
四
人
が
代
表
世
話
人
、
連
絡
先
は

注

3
)

が
中
心
に
な
っ
て
、
本
会
議
と
と

の
設
置

6

制
度
環
境
と
開
発
に
関
す
る
機
構

（
岩
崎
駿
介
・
筑
波
大
助

日
本
で
は
、

「
92
国
連
プ
ラ
ジ
ル
会
議

5
 

ア
ジ
ェ
ン
ダ

21
に
取
り

し
て
い
る
。

4

財

源

ア

ジ

ェ

ン

ダ

21
に
取
り
組
む

ろ
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
環
境
、
女

性
、
子
供
、
先
住
民
な
ど
五
十
余
り
の
国

際

N
G
O
組
織
が
、
多
様
な
行
事
を
計
画

化
す
る
行
動
計
画

3
 
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21

U
N
C
E
D
期
間
中
に
は
、

い
ま
の
と
こ

2
 

国
家
と
人
の
行
動
原
則

地
球
憲
章
を
具
体

る
の
が
普
通
だ
。

世
界
で
と
、
多
角
的
、
重
層
的
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。
政
治
家
、
経
済
人
、
学
者
な

ど
に
よ
る
準
備
会
議
も
多
い
。
政
府
間
会

議
で
も

N
G
O
が
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す

生
物
種
、
遺
伝
子
、
生
態
系
の
多
様
性

を
守
る

「
生
物
学
的
多
様
性
保
全
条

条

約

地

球

温

暖

化

を

防

止

す

る

「
気
候
変
動
に
関
す
る
枠
組
み
条
約
」
、

ざ
ま
。
規
模
も
、
各
国
ご
と
、
あ
る
い
は

ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
地
域
で
、
全

機
会
を
保
証
す
る
方
式
と
し
て
重
視
し
て

い
る
の
は
、

U
N
C
E
D
に
向
け
て
の
準
備

過
程
で
、

ば
れ
る
。

「
U
N
C
E
D
プ
ロ
セ
ス
」
と
呼

U
N
C
E
D
プ
ロ
セ
ス
は
す
で
に
昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
、
今
月
以
降
、
本
格
化
す
る
。

テ
ー
マ
も
、
主
催
す
る
市
民
団
体
も
さ
ま

◇
 

組
み
と
い
え
よ
う
。

で
、
希
望
者
全
員
が
発
言
す
る
こ
と
は
、

時
間
的
に
も
、
会
場
の
大
き
さ
か
ら
も
で

き
る
わ
け
は
な
い
。

U
N
C
E
D
が
参
加
の

そ
う
は
い
っ
て
も
、
十
二
日
間
の
会
議

こ
の
作
業
だ
け
で
も

り
っ
ば
な
参
加
に
な
る
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト

は
、
世
界
中
の
人
々
の
準
備
段
階
か
ら
の

参
加
の
結
晶
を
首
脳
た
ち
が
承
認
す
る
仕

会
議
の
参
加
申
込
み
方
法
や
問
い
合
わ

せ
先
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い

場
合
は
、
環
境
庁
地
球
サ
ミ
ッ
ト
準
備
室

へ。
〈
注

1
〉

U
N
C
E
D
の
テ
ー
マ

約
」
、
森
林
保
全
の
文
書

地
球
憲
章

た
め
の
財
政
措
置

技
術
移
転

組
む
た
め
の
技
術
の
入
手
措
置

〈
注

2
〉

N
G0
の
参
加
手
続
き

必
要
な
資
料
を
添
え
て
参
加
登
録
を
申
請

作
成
作
業
も
進
め
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に

行
か
な
く
と
も
、

-41-



フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
の
島
々
を
直
撃
し
た

ア
ジ
ア
援
助
に

環
境
の
視
点
を

（
読
売
新
聞

9
1
.
1
1
.
1
)

得
に
役
立
つ
」

と
要
請
し
た
。

し
、
準
備
会
議
の
承
認
を
得
る
。
来
年
三

会
の
連
絡
先

（
朝
日
新
聞

中
山
太
郎
外
相
は
三
十
一
日
、
来
日
中

の
ネ
パ
ー
ル
の
バ
ッ
タ
ラ
イ
前
首
相
（
会

議
派
総
裁
代
行
）
と
外
務
省
で
会
談
し
た
。

バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
雇
用
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
説
明
、

「ネ

日
本
に

パ
ー
ル
の
労
働
者
を
一
定
期
間
、

受
け
人
れ
て
も
ら
え
ば
、
雇
用
、
技
術
習

台
風
に
よ
る
洪
水
禍
は
、
さ
ら
に
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
よ
う
だ
。
先
の
ピ
ナ
ト
ゥ

1
.
1
.
7
)
 

9

1

 

い
う
川
は
黄
濁
し
、

か
ね
て
わ
が
国
の
専

に
見
舞
わ
れ
た
比
国
民
の
悲
し
み
は
、

か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。

し9

日
本
政
府
は
百
万
誌
相
当
の
医
薬
品
や

物
品
の
災
害
援
助
に
加
え
、
十
一
日
に
は

国
際
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
を
決
め
た
。
効

と
同
時
に
、

こ
う
し
た
災
害
が
起
き
る

前
に
、
あ
る
い
は
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
わ
が

国
と
し
て
何
か
役
割
が
果
た
せ
た
の
で
は

な
い
か
、
考
え
て
と
い
う
視
点
か
ら
も
考

今
回
の
台
風
災
害
で
は
、
被
害
が
集
中

し
た
レ
イ
テ
島
で
「
人
災
説
」
が
浮
上
し

て
い
る
。
森
林
の
違
法
伐
採
に
よ
っ
て
、

鉄
砲
水
に
襲
わ
れ
た
町
の
背
後
の
山
の
洪

水
防
止
機
能
が
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
指

摘
だ
。
集
中
豪
雨
と
高
潮
も
原
因
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
気
圧
九
九
六
悩
程
度
と
、

台
風
と
し
て
は
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
災
害
を
生
ん
だ
背
景
に

は
、
や
は
り
自
然
環
境
の
破
壊
と
い
う
要

素
が
作
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く

と
も
被
害
を
拡
大
す
る
引
き
金
に
な
っ
た

可
能
性
は
十
分
で
あ
る
。

か
っ
て
国
土
の
七
0
％
を
覆
っ
て
い
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
森
林
は
現
在
は
二

0
％
程

度
に
な
っ
て
る
と
い
う
。
ど
の
島
も
川
と

ネ
パ
ー
ル
労
働
者

受
け
入
れ
を

え
て
み
た
い
と
思
う
。

F
A
X
 0
三
＇
三
八
六

五
0
四
八

T
E
L
 
0
三
'
1
,
1

八
六

'
O
五
四
O

差
し
伸
べ
た
い
も
の
だ
。

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
二
の
十

三
の
四
、
神
田
共
同
ビ
ル
四
階

果
的
な
人
道
的
援
助
の
手
を
で
き
る
だ
け

-― 

。
-― 

〒

〈
注

3
〉

92
国
連
ブ
ラ
ジ
ル
会
様
市
民
連
絡

S
四
月
の
準
備
会
議
が
最
後
の
承
認
の
機

会
に
な
る
。

ボ
火
山
の
噴
火
に
続
く
悲
惨
な
自
然
災
害
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だ
け
を
考
え
れ
ば
い
い
訳
で
は
な
い
。
背

そ
れ
だ
け
に
問
題
は
、
単
に
環
境
保
護

91 ． 
11 ． 
12 
、~

素
も
大
き
い
。

望
ま
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

活
の
た
め
に
や
む
を
得
ず
切
っ
て
い
る
要

炭
を
焼
い
た
り
、

た
き
ぎ
を
得
る
な
ど
生

ア
ジ
ア
の

ど
発
生
し
て
い
る
。
森
林
資
源
の
急
速
な

減
少
に
は
、
住
民
が
畑
を
開
墾
し
た
り
、

シ
ュ
水
害
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
ほ

制
限
す
る
の
で
は
と
い
う
根
強
い
疑
念
が

の
夏
の
中
国
の
大
洪
水
や
バ
ン
グ
ラ
デ

ど
ま
ら
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
で
も
森

林
乱
伐
が
引
き
起
こ
す
自
然
災
害
は
、

こ

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

罪
ほ
ろ
ぼ
し
」
と
い
う
だ
け
の
意
味
に
と

と
で
、

一
層
規
模
を
拡
大
し
、
前
向
き
に

」
れ
は
、
決
し
て
、

「
最
大
消
費
国
の

が
、
環
境
配
慮
を
重
視
す
る
新
方
針
の
も

助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
組
み
込
ん
で
は
き
た

資
金
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
投
人

政
府
は
植
林
な
ど
森
林
保
全
事
業
を
援

今
回
の
悲
劇
を
契
機
に
考
え
た
い
こ
と

界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
政
府「新

あ
た
っ
て

森
林
資
源
保
護
策
を
採
っ
て
い
る
。
そ
れ

壊
や
住
民
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
」
と

の
批
判
も
出
て
い
た
。

門
家
か
ら
も
、
今
回
の
よ
う
な
災
害
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

六
、
七

0
年
代
に
活
発
化
し
た
森
林
伐

採
が
そ
の
主
原
因
だ
が
、
南
洋
材
の
最
大

の
輸
人
・
消
費
国
は
わ
が
国
だ
っ
た
。
比

政
府
は
八
六
年
か
ら
丸
太
を
、
八
九
年
か

ら
は
製
材
も
全
面
輸
出
禁
止
に
す
る
な
ど

で
も
レ
イ
テ
島
を
含
め
、

そ
う
だ
。

復
と
再
生
に
、

す
る
こ
と
で
あ
る
。

ヤ
ミ
の
伐
採
と

密
輸
出
が
続
い
て
い
る
が
、
現
地
紙
で
は

そ
の
相
手
国
と
し
て
日
本
の
名
が
挙
が
る

は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
熱
帯
林
な
ど
森
林
修

わ
が
国
の
優
れ
た
技
術
と

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
。

↓
J
 

，
~
ー

人
口
の
都
市
集
中
、
産
業
公
害
な
ど
の
課

題
を
総
合
的
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

わ
が
国
は
こ
の
面
で
も
豊
富
な
経
験
と
ノ

日
本
の
政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)

対
し
て
は
、
か
ね
て
「
か
え
っ
て
環
境
破

を
「
に
し
き
の
み
旗
」

（
朝
日
新
間

「
有
限
な
地
球
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
援
助
や
経
済
協
力
に

「
環
境
重
視
」
が
、
い
ま
や
但

も
今
夏
の
ロ
ン
ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で

環
境

O
D
A
政
策
」
を
発
表
し
、
世
界
の

す
う
勢
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
し
て
い
る
。

途
上
国
側
に
は
、
先
進
国
が
環
境
保
護

に
し
て
、
開
発
を

あ
る
。
森
林
伐
採
は
貴
璽
な
外
貨
獲
得
手

段
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
も
考
え
、
相

手
国
の
理
解
を
求
め
つ
つ
、

人
々
と
共
に
事
業
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
、

後
に
あ
る
途
上
国
の
貧
困
や
人
口
爆
発
、
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【
労
働
力
人
口
、
二

0
0
0
年
度
以
降
減

少
へ
】
日
本
は
石
油
な
ど
の
天
然
資
源
は

少
な
い
が
、
人
と
い
う
資
源
は
豊
富
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ

る
人
的
資
源
は
近
い
将
来
、
質
は
と
も
か

く
、
労
働
力
人
口
(
+
五
歳
以
上
の
人
口

の
う
ち
働
く
意
思
の
あ
る
者
の
数
）
と
い

日
本
の
労
働
力
人
口
は
一
九
六
0
年
代

後
半
以
降
、
総
じ
て
年
率
一
％
強
の
伸
び

で
推
移
し
て
お
り
、
九

0
年
度
に
は
六
千

四
百
十
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

九
五
年
度
ご
ろ
ま
で
は
、
第
二
次
ベ
ビ
ー

プ
ー
ム
世
代
が
労
働
市
場
に
参
入
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
か
な
り
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
し
か
し
、
九
五
年
度
以
降
は
生
産

年
齢
人
口
(
+
五
—
六
十
四
歳
の
人
口
）

の
減
少
な
ど
に
伴
い
、
労
働
力
人
口
の
伸

び
が
鈍
化
す
る
。
特
に
、
二

0
0

0
年
度

以
降
は
、
最
近
の
出
生
率
の
低
下
な
ど
を

反
映
し
て
、
労
働
力
人
口
は
緩
や
か
に
減

少
に
転
じ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
量
的
変
化
に
加
え
、
構
成
面

で
の
変
化
も
予
想
さ
れ
る
。
十
五
ー
ニ
十

四
歳
の
若
年
労
働
力
人
口
は
九
五
年
度
ご

う
量
の
面
で
は
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

へ
意
識
変
革

五
十
五
歳
以
上
の
高
齢
層
は
一
貫
し
て
増

加
を
続
け
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る

見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
二

0
0
0
年
度

以
降
、
男
子
労
働
力
人
口
の
減
少
が
大
き

く
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
着
実
に
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
労
働
力
供
給
構
造
の
変
化
に

対
し
て
、
企
業
の
側
が
的
確
な
対
応
を
し

な
け
れ
ば
、
労
働
力
確
保
の
面
で
か
な
り

の
困
難
に
直
面
し
、
企
業
経
営
に
も
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
企
業
は
的
確
な
認
識
を
持
ち
、

省
力
化
投
資
の
推
進
や
人
的
能
力
開
発
な

ど
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
労
働
条

件
や
戦
場
環
境
面
で
の
魅
力
あ
る
企
業
づ

く
り
を
進
め
、
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る

女
性
や
高
齢
者
を
活
用
す
る
な
ど
経
営
・

雁
用
面
に
お
け
る
積
極
的
な
対
応
が
必
要

と
な
る
。

【
女
性
や
高
齢
者
の
た
め
の
環
境
整
備

を
】
こ
の
た
め
、
女
性
に
つ
い
て
は
、
男

女
の
均
等
な
取
り
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
、
育

児
休
業
制
度
、
女
子
再
雇
用
制
度
、
柔
軟

幅
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

ろ
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、

そ
の
後
大

一
方
、

ー
人
手
不
足
時
代
の
到
来
I

「
労
働
力
尊
重
」
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上
半
期
（
一
ー
六
月
）

の
在
日
外
国
人
の

法
務
省
入
国
管
理
局
は
十
七
日
、
今
年

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
労
働
力

供
給
を
背
景
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に

就
業
者
は
増
加
し
て
き
た
が
、
今
後
の
人

手
不
足
時
代
の
到
来
に
対
応
す
る
た
め
、

あ
る
。 高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
ま
で

の
再
雇
用
、
勤
務
延
長
な
ど
の
継
続
屈
用

制
度
の
導
人
を
図
る
と
と
も
に
、
短
時
間

勤
務
制
度
な
ど
の
弾
力
的
な
勤
務
体
制
に

よ
り
、
高
齢
者
の
能
カ
・
意
思
に
応
じ
た

就
業
が
可
能
と
な
る
よ
う
環
境
整
備
が
菫

要
で
あ
る
。

【
省
力
化
、
過
剰
サ
ー
ピ
ス
の
見
直
し
必

要
】
ま
た
、
特
に
「
き
つ
い
、
き
た
な
い
、

き
け
ん
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「

3

k
戦

場
」
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
機
械
化
、

自
動
化
を
進
め
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、

そ
の
成
果
を
労
働
時
間

の
短
縮
や
、
所
得
の
向
上
、
戦
場
環
境
の

改
善
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

い
く
べ
き
で
あ
る
。

両
立
で
き
る
よ
う
環
境
の
整
備
を
進
め
て

な
労
働
時
間
管
理
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
女
性
が
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
を

91 ． 
11 ． 
13 

、-

二
十
一
世
紀
展
望
グ
ル
ー
プ

り
の
数
の
不
法
就
労
者
が
滞
在
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
な
ど
、
個
々
の
企
業

の
対
応
で
け
で
な
く
、
消
費
者
や
社
会
全

体
で
、
「
人
の
サ
ー
ビ
ス
は
タ
ダ
」
と
い

う
考
え
か
ら
「
人
手
不
足
時
代
に
対
応
し
、

労
働
力
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
意
識
へ
の

変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
最
近
の
人
手
不
足
と
、
大
き
な

所
得
格
差
の
も
と
で
近
隣
諸
国
か
ら
の
強

い
労
働
力
供
給
圧
力
が
あ
る
た
め
、
か
な

い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
力
受
け
人
れ
の
是
非

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
人
れ

の
急
速
な
拡
大
は
、
日
本
経
済
・
社
会
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
送
り
出
し
国
や
外
国
人
労

働
者
本
人
に
と
っ
て
も
影
響
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
な
が
ら

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

不
法
就
労
外
国
人
＿
万
二

0
0
0人

イ
ラ
ン
人
か
五
•
七
倍
に

I

上半期

不
法
就
労
事
件
統
計
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
不
法
就
労
で
摘
発
さ
れ
、
退

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
過
剰
な

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
一
層
の
省
力
化
を
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数
が
東
京
を
中
心
に
急
増
し
て
い
る
。
入

の
日
系
人
の
流
人
に
弾
み
が
つ
い
た
。
地

長
期
間
続
い
た
好
景
気
と
慢
性
的
な
労

働
力
不
足
を
背
景
に
、
外
国
人
登
録
者
の

国
管
理
法
の
改
正
（
昨
年
六
月
）
で
在
留

許
可
条
件
が
緩
和
さ
れ
、
プ
ラ
ジ
ル
な
ど

東
京
ト
ッ
プ
に
首
都
圏
で
急
場

外
国
人
登
録
者
の
増
加
数

七
倍
に
も
急
増
し
た
ほ
か
、
韓
国
、
タ
イ

が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
イ
ラ
ン
人
が
増

（
読
売
新
聞

9
1
.
1
1
.
1
8
)

順
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
と
比
べ
る
と
、

イ
ラ
ン
人
が
五

シ
ア

(
i
O
•
五
％
）
、

タ
イ

（同）

の

フ
ィ
リ
ピ
ン

ヘ

六
％
）
、

マ
レ
ー

く
、
次
い
で
イ
ラ
ン

（
一
八

-
％
）
、

か
ら
九
月
ま
で
の
二
回
に
わ
た
る
東
京
、

摘
発
さ
れ
た
不
法
就
労
者
の
国
籍
・
出

身
地
を
見
る
と
、
韓
国
が
全
体
の
三
四
・

四
％
（
四
千
二
百
二
十
一
人
）
と
最
も
多

％
）
の
順
。

ま
た
、
同
時
に
発
表
さ
れ
た
今
年
五
月

の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
し
て
い
る
。

の
施
行
に
よ
っ
て
不
法
就

労
者
か
ら
の
出
頭
申
告
が
続
発
し
、
摘
発

件
数
が
異
常
に
増
え
た
が
、
人
国
管
理
局

で
は
「
昨
年
は
改
正
人
管
法
施
行
前
後
の

混
乱
も
あ
っ
た
特
別
な
ケ
ー
ス
。
今
年
は
、

傾
向
と
し
て
不
法
就
労
者
数
が
減
少
に
転

じ
た
わ
け
で
な
く
、
今
後
、
増
加
が
続
く

七
％
）
③
神
奈
川
県
（
九
・
九
％
）
④
大

四
％
を
占
め
て
い
る
。

や
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
だ
け
で
全
体
の
七

難
民
認
定
法
）

昨
年
は
改
正
入
管
法
（
出
人
国
管
理

史
上
二
番
目
の
摘
発
件
数
と
な
っ
た
。

職
種
で
は
、

男
性
（
九
千
百
七
十
八

去
強
制
処
分
を
受
け
た
外
国
人
は
一
万
ニ

千
二
百
六
十
五
人
で
、
過
去
最
高
だ
っ
た

前
年
同
期
よ
り
約
一
ガ
人
減
っ
た
も
の
の

「
湾
岸
戦
争
が
終
結
し
て
海

外
へ
の
出
稼
ぎ
熱
が
高
ま
っ
た
た
め
」

（
同
局
）
と
見
ら
れ
る
。

人
）
の
場
合
、
建
設
作
業
員
と

t
場
な
ど

で
働
く
エ
員
だ
け
で
全
体
の
八
一
・
九
％
。

は
、
ホ
ス
テ
ス

女
性
（
三
千
八
十
七
人
）

就
労
し
て
い
た
地
域
別
で
は
、
①
東
京

都
（
二
七
•
三
％
）
②
埼
玉
県

(
I
O
·

阪
府
（
九
•
五
％
）
⑤
千
葉
県
（
九
•
三

大
阪
な
ど
四
地
域
で
行
っ
た
不
法
就
労
者

ら
の
集
中
摘
発
の
結
果
に
よ
る
と
、
摘
発

さ
れ
た
外
国
人
は
三
千
七
百
三
十
九
人
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
不
法
就
労
者
が
昨

年
の
集
中
摘
発
に
比
べ
て
倍
増
の
七
十
二

人
に
の
ぼ
っ
た
の
が
目
立
っ
た
。

え
た
の
は
、
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が
多
い
た
め
。

豊
田
、

刈
谷
、

岡
崎
、

安
城
市
な
ど
、

静

大
使
館
員

の
使
用
人
な
ど
と
し
て
登
録
し
て
い
る
人

だ
。
愛
知
は
ト
ヨ
タ
関
連
企
業
の
集
ま
る

人
々
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
、

（
都
行
政
部
）
。
ま
た
、

多
く
の
国
籍
の

「
日
本
語
学
校
が
東
京
に
多
い
た
め
」

ン
人
な
ど
の
増
加
が
目
立
つ
。

愛
知
が
四
位
。
六
位
は
静
岡
。
両
県
と

も
自
動
車
関
連
企
業
へ
の
就
労
が
増
加
し

と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

東
京
へ
の
集
中
は

人
に
加
え
、

プ
ラ
ジ
ル
、

ペ
ル
ー
、

イ
ラ
/

三
万
人
近
く
増
え
て
六
万
百
五
十
六
人
へ

韓
国
・
朝
鮮
人
、

中
国
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

み
る
と
、

増
加
者
の
ト
ッ
プ
は
中
国
人
で
、

市
で
最
も
増
え
て
い
る
。
従
来
か
ら
在
日

万
三
千
五
十
六
人
に
達
し
た
。
国
籍
別
に

三
位
は
埼
玉
。
東
京
に
隣
接
す
る
川
口

十
二
人
増
加
し
、

九

0
年
末
に
は
二
十

が
急
増
し
た
。

東
京
。

八
七
年
末
よ
り
五
万
八
千
二
百

ペ
ル
ー
な
ど
か
ら
の
人
国
者

三
年
間
に
登
録
者
が
最
も
増
え
た
の
が

人
管
法
改
正
に
伴
い
、

プ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル

一
年
間
の
増
加
数
で
は
神
奈
川
が
一
位
だ
。

目
立
つ
。
九

0
年
末
時
点
で
、

展
度
を
み
た
。

県
別
に
比
較
、

“ 

の
進

以
降
三
カ
年
の
登
録
者
増
加
数
を
都
道
府

内
な
る
国
際
化
”

二
位
は
神
奈
川
。
プ
ラ
ジ
ル
人
が
二
百

人
足
ら
ず
か
ら
八
千
二
百
人
へ
と
急
増
し

求
人
活
動
し
て
藤
沢
工
場
で
採
用
し
た
り
、

関
連
企
業
も
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。

八
九
年
末
か
ら
九

0
年
末
ま
で
の

ゼ
ン
チ
ン
、

な
お
、

八
七
年
末

て
い
る
。

い
す
ゞ
自
動
車
が
プ
ラ
ジ
ル
で

好
況
産
業
の
集
ま
る
太

平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
で
の
登
録
者
の
増
加
が

域
別
に
み
る
と
、

外国人登録者の増加数

①東京

②神奈川

③埼玉

④愛知

⑤千葉

⑥静岡

⑦大阪

⑧群馬

⑨栃木

⑯ 茨 城

⑪長野

⑫三蛍

⑬兵庫

⑪ 京 都

⑮岐阜

⑮淡賀

⑰広島

⑱山梨

⑲新洞

⑳福島

⑪沖縄

⑫宮城

⑳福岡

⑳北海道

I 
58,222 I⑮ 岡 山

I 

27,662夏奈良
I 

18,740層山形

17,333: ⑳石川
I 

13,322 I⑳香川
I 

12,436: R 富山

7,138: R 福井
I 

6,982 I⑫鹿児島
I 

6,699 I@宮崎
I 

5,021:@鳥取
I 

3,691 I⑮熊本
I 

2,726: R 大分

2,473: ⑰ 長 綺
I 

2,389 I⑱ 愛 媛
I 

2, 1341@秋田
I 

L 755憧噸島
I 

L 666 1⑪ 岩 手
I 

L 528 1⑫佐賀
I 

L 420: ⑬高知
I 

L 368 1⑭青森
I 

L 197: ⑮島根

L 142: ⑯和歌山
I 

L 137 1⑰山
I 

L 034 1 
I 

（注）里（ウ人、▲は故少。 1987-90行末ま

で3年問。法務省資Hから

902 

870 

716 

664 

618 

606 

517 

469 

424 

385 

373 

347 

328 

312 

301 

282 

262 

246 

242 

132 

129 

口

10 

A270 
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手」 な
意
味
で
の

申
請
・
審
査
手
続
き
を
徹
底
し
て
名
目
と

違
う
職
に
就
く
ケ
ー
ス
を
峻
別
（
し
ゅ
ん

べ
つ
）
す
る
方
針
で
、
こ
の
日
の
決
定
に

は
、
①
最
低
年
齢
を
従
来
の
十
八
歳
か
ら

二
十
三
歳
に
引
き
上
げ
る
②
訪
日
前
の
一 「歌

t

舞
踏
団
」
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、

な
る
と
し
て
い
る
。

し
た
上
で
、

比
経
済
に
与
え
る
影
響
を

け
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
見
通
し
を
示

比
政
府
は
、
渡
航
で
き
る
職
種
を
厳
密

れ
ば
ビ
ザ
が
発
給
。

さ
れ
る
。

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
所
定
の
書
類
を
準
備
す

紙
に
掲
載
し
、

か
ら
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
認
定
さ
れ
、

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
パ
ス
す
れ
ば
海
外
雇
用
庁

に
関
与
す
る
ケ
ー
ス
を
す
べ
て
禁
じ
る
も

J

れ
ま
で
歌
を
三
曲
歌
う
だ
け
の
オ
ー

ら
、
実
際
は
興
行
で
な
く
接
客
業
や
売
春

れ
て
い
る
。

ナ
ー
」

の
ビ
ザ
を
取
得
し
て
渡
航
し
な
が

務
付
け
る
な
ど
の
具
体
的
な
措
置
も
含
ま

せ
る
人
を
配
置
し
た
り
、
県
の
教
育
委
も

プ
ラ
ジ
ル
人
の
子
供
が
多
い
小
学
校
に
先

生
を
定
員
以
上
に
配
置
し
て
日
本
語
を
教

と
を
正
式
決
定
し
た
。

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ

の
。
今
週
中
に
も
労
相
名
の
公
示
を
国
内

そ
の
十
五
日
後
か
ら
実
施

「
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
」

砧
~
（
約
二
百
六
十
万
円
）

の
保
証
金
を
義

本
へ
の
出
稼
ぎ
を
実
質
的
に
禁
止
す
る
こ

ピ
ン
政
府
は
二
十
日
、
同
国
の
女
性
の
日

本
の
雇
用
者
・
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
警
察
と

【
マ
ニ
ラ
ニ
十
日
11
貞
広
貴
志
】
フ
ィ
リ

女
性
の
日
本
出
稼
ぎ
、
事
実
上
禁
止

I

比

政

府

か

正

式

決

定

え
る
な
ど
の
気
配
り
を
し
て
い
る
。

ー
・
ー
．

8
）

9

1

1

 

（
日
経
産
業
消
費
研
究
所
地
域
経
済
研
究
部

交
流
協
会
は
窓
口
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話

化
が
進
ん
で
登
録
者
が
減
り
続
け
て
い
る

ほ
か
、
プ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
が
就
労
で
き
る

機
会
が
少
な
い
た
め
だ
ろ
う
。

（
日
本
経
済
新
間

年
以
上
の
興
行
経
験
を
条
件
と
す
る
③
日

出
人
国
管
理
局
の
許
可
書
、
お
よ
び
二
万

ト
ー
レ
ス
労
相
は
「
年
間
約
六
万
人
の

出
稼
ぎ
者
の
う
ち
、
九

0
％
が
日
本
に
行

「
控
え
目
に
見
積
も
っ
て
年
間
六
千
万
砧

（
約
七
十
八
億
円
）
」
の
外
貨
収
入
減
に

人
を
中
心
に
増
え
て
い
る
。
浜
松
市
国
際

の
は
山
口
。
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
高
齢

岡
で
は
湖
西
、
浜
松
市
な
ど
で
プ
ラ
ジ
ル

逆
に
、

こ
の
三
年
間
で
減
少
し
て
い
る
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今
年
一
ー
八
月
の
出
生
数
（
速
報
値
）

て
い
る
。

な
い
よ
う
だ
。

月
は
わ
ず
か
な
が
ら
昨
年
同
月
よ
り
増
え

う
希
望
的
観
測
も
あ
る
が
、

そ
う
甘
く
は

少
の
ス
ピ
ー
ド
が
鈍
り
、
と
く
に
六
、
七

歯
止
め
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

人
減
、
昨
年
の
二
万
五
千
人
減
に
比
べ
減

て
い
な
い
。

一
部
に
は

「
出
生
率
低
下
に

な
い
ペ
ー
ス
だ
が
、

一
昨
年
の
六
万
七
千

は
約
八
十
二
万
人
で
、
年
間
百
二
十
万
人

歯
止
め
な
る
か
出
産
率
低
下

団

塊

二

世

か

カ

ギ

報
告
書
は
、

!
O
M
設
立
四
十
周
年
に

91 ． 
11 ． 
26 
ヽ

し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

ネ
ー
ブ
に
本
部
を
岡
く
国
際
移
住
機
構

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

25
日
11
百
瀬
和
元
】
ジ
ュ

で
は
途
上
国
の
人
々
を
中
心
に
七
千
万
人

大
置
移
住
時
代
解
消
へ
努
力
を

|
|
i
国

際

移

住

機

構

の

報

告

成
な
ど
監
視
強
化
で
対
応
す
る
と
し
て
い

る
が
、
実
効
が
ど
こ
ま
で
上
が
る
か
は
未

知
数
。
逆
に
、
不
法
就
業
者
の
増
加
に
つ

途
上
国
↓
先
進
国

(!OM) 
は
二
十
五
日
、
一
九
九
0
年
代

が
途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
の
大
量
移
住
の

時
代
で
あ
り
、
問
題
の
解
決
は
国
際
社
会

が
「
貧
困
と
低
開
発
」
と
い
か
に
取
り
組

む
か
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
す
る
報
告
書

を
発
表
し
た
。

子
供
の
減
少
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る

中
で
、
今
年
は
出
生
数
が
そ
れ
ほ
ど
減
っ

あ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
現
在
、
世
界

が
、
合
法
あ
る
い
は
非
合
法
に
他
国
で
働

い
て
い
る
、
と
分
析
。
①
毎
年
百
万
人
が

恒
久
的
な
移
民
と
な
り
②
ほ
ぼ
同
数
に
近

い
人
々
が
「
亡
命
申
請
者
」
の
形
で
母
国

以
外
の
国
に
滞
在
③
一
千
二
百
万
一
千
五

百
万
人
が
難
民
と
し
て
母
国
以
外
で
生
活

（
朝
日
新
聞

程
度
の
見
通
し
。
昨
年
よ
り
約
二
万
人
少

う
と
す
る
業
者
に
は
プ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
作

い
る
。

労
働
省
は
、
偽
の
申
請
で
人
国
を
図
ろ

（
読
売
新
聞

91 . 
11 . 
21 
~ ノ

な
が
る
こ
と
を
懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
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こ°t
 

神
奈
川
（
七
•
四
％
）

で
い
ず
れ
も
東
京

集
中
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

一
方
で
、
東
京
圏
の
人
口
が
増
え
、

一
極

百
人
に
対
す
る
男
子
の
比
率
は
九
六
•
五
゜

90
年
国
勢
調
査
確
定
値

総
務
庁
が
二
十
九
日
発
表
し
た
、
昨
年

総
人
口

=
＝
‘
六
＿
＿
、
一

65
オ

以

上

か

六
七
人

12
％

に

|

|

91 ． 
11 ． 
25 
ヽ

を
産
み
終
え
た
後
は
出
生
数
が
地
滑
り
的

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
「
一
人
半
弱
」

”
団
塊
二
世
“

能
性
が
強
い
。

四
台
へ
落
ち
込
む
見
通
し
。

の
第
二
次
ベ

ビ
ー
プ
ー
ム
世
代
が
適
齢
期
に
達
し
た
た

め
の
結
婚
件
数
の
増
加
。
昨
年
は
一
万
四

千
組
増
の
七
十
二
万
二
千
組
に
回
復
、
今

二
年
後
に
は
出
生
数
が
昭
和
四
十
八
年
以

来
十
九
年
ぶ
り
に
前
年
よ
り
増
加
す
る
可

産
む
子
供
の
推
定
数
（
合
計
特
殊
出
生

そ
し
て
第
一

に
激
減
す
る
。
こ
の
世
代
で
出
牛
率
低
下

に
歯
止
め
が
か
か
る
か
ど
う
か
が
二
十
一

十
月
一
日
の
国
勢
調
査
の
確
定
値
に
よ
る

と
、
東
北
や
九
州
な
ど
で
の
人
口
減
少
の

割
分
担
す
る
意
識
と
能
力
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
入
っ
た
よ
う
だ
。

今
年
は

五
ぎ
り
ぎ
り
、
来
年
は

に
理
解
を
示
す
の
は
も
と
よ
り
、
自
ら
役

た
が
、
昨
年
は
さ
ら
に
落
ち
て

五
三
、

行
さ
れ
る
育
児
休
業
法
は
男
性
に
も
育
児

休
業
を
認
め
て
い
る
。
同
僚
や
妻
の
育
児

（
編
集
委
員

（
産
経
新
間

岩
渕
勝
好
）

男
女
別
の
人
口
は
男
子
が
六
千
六
十
九

万
六
千
七
百
二
十
四
人
、
女
子
が
六
千
二

百
九
十
一
ガ
四
千
四
百
四
十
三
人
。
女
子

玉
（
九
•
一

都
道
府
県
別
の
増
加
率
ベ
ス
ト
3
は
埼

%
)
、
千
葉
（
七
・
九
％
）
、

年
は

「
一
•
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
と
騒
が
れ

率）

は
、
い
ぜ
ん
低
下
し
て
い
る
。

昨

が
、
問
題
は
男
の
意
識
。
来
年
四
月
に
施

し
か
し
、

一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に

保
育
の
充
実
な
ど

る
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
る
の
は
当
然
だ

「
産
み
た
い
人
が
産
め

女
性
が
多
い
の
も
事
実
。
夜
間
・
企
業
内

年
も
一
万
八
千
組
ほ
ど
増
え
る
勢
い
で
、

に
な
ろ
う
。

原
因
は

世
紀
の

”
日
本
の
風
景
”
を
決
め
る
こ
と

出
生
率
低
下
の
原
因
は
女
性
の
晩
婚
・

非
婚
化
。
二
十
五
ー
ニ
十
九
歳
の
未
婚
率

（
昨
年
）
は
三
九
•
八
％
に
達
し
十
人
中

四
人
が
独
身
だ
が
、
仕
事
と
育
児
を
両
立

で
き
な
い
た
め
結
婚
・
出
産
を
た
め
ら
う
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二

・
O
％
 

ど
の
年
齢
層
で
も
未
婚
が
増
え
て
い
る
。

特
に
適
齢
期
と
い
わ
れ
る
二
、

三
十
代
の

道

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

京

川

渇

山

川

井

梨

野

阜

岡

知

童

賀

部

阪

庫

良

山

取

恨

山

島

口

島

川

媛

知

岡

賀

崎

本

分

綺

島

縄

国

海

奈

歌

児

北

胄

岩

宮

秋

山

福

茨

栃

群

埼

千

束

神

新

富

石

福

山

長

岐

静

愛

三

滋

京

大

兵

奈

印

烏

島

岡

広

山

待

香

愛

高

湿

佐

長

熊

大

宮

鹿

沖

全

90年国勢調査都道府県別確定人口

合計

5,643,647 
I. 482,873 
I. 416,928 
2. 218. 558 
I. 227,478 
I. 258,300 
2,104.058 

2,845,382 
I. 935,168 
I, 966,265 
6,405.319 
5,555,429 

I I. 855. 563 
7,980,391 

2,474,583 
1.120, 161 
I. 164. 628 

823,585 

852,966 
2,156,627 
2. 066, 569 
3,670,840 
6,690,603 

I. 792. 514 
I. 222,411 
2,602,460 
8,734,516 
5,405,040 
I, 375,481 
I. 074, 325 

615,722 
781. 021 

I, 925,877 
2,849,847 
I. 572. 616 

831. 598 
!. 023, •112 
I. 515,025 

825,034 

4,811.050 
877,851 

I. 562,959 
I. 840,326 
I. 236,942 
I. 168,907 
I. 797. 824 
I. 222,398 

123,611, 167 
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 2
5
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加
％
＞

v

v

>

v

>

v

>

v

>

v

v

>

v

>

v

>

>

増
（

千
四
百
八
卜
九
万
人
で
、

る
割
合
も
過
去
最
高
の

』

（届

総
人
口
に
占
め

人
口
は
、

前
回
よ
り
．
一
六
•
八
％
増
の
約

年
齢
区
分
別
の
未
婚
率
を
見
て
み
る
と
、

最
低
に
。

一
方
、

六
十
五
歳
以
上
の
老
年

【
結
婚
】

％
）
 

と、

一
九
二

0
年
の
調
査
開
始
以
来

か
り
つ
つ
あ
る
。

の
割
合
が
一
八
・
ニ
％

（
前
回

•
五

か
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
」

か
ら
は
遠
ざ

少
率
の
最
大
は
青
森
の
ニ
・
七
％
。

十
五
歳
未
渦
の
年
少
者

年
齢
別
で
は
、

た
持
ち
家
率
も
二
十
年
ぶ
り
に
減
少
す
る

通
勤
・
通
学
時
間
が
増
加
、

一
方
、

「
曲
豆

秋
田
一
県
か
ら
十
八
道
県
に
増
え
た
。

減

平
均
人
数
が
初
め
て
三
人
を
割
っ
た
。

ま

逆
に
人
口
が
減
少
し
た
の
は
、

前
回
の

身
者
が
増
加
、

（五

・
O
％
）
 

増
え
た
。

ま‘一

東
京
圏
四
都
県
を
合

当
す
る
百
五
十
二
万
三
千
五
百
二
十
四
人

1
0
•
三
％
）

と
並
ん
で
世
界
一

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

晩
婚
化
一
層
進
み
持
ち
家
率
は
減
少

二
十
九
日
発
表
の
国
勢
調
査
確
定
値
で

日
本
人
の
晩
婚
化
が
一
層
進
ん
で
単

子
供
の
数
が
減
っ
て
世
帯

で、

前
回
調
査
よ
り
愛
媛
県
一
県
分
に
相

当
た
る
三
千
百
七
十
九
万
六
千
七
百
二
人

に
な
る
見
込
み
。

わ
せ
た
人
口
は
、

総
人
口
の
四
分
の
一
に

割
合
が
一
七
％
を
超
え
、

ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、

J

の
ま
ま
行
く
と
二

0
0

0
年
に
は
こ
の

の
隣
県
。
東
京
の
人
口
は
0

・
ニ
％
増
と

と
米
国
、

カ
ナ
ダ
並
み
に
。
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計
画
出
産
委
員
会
の
彰
猟
雲
主
任
が
同
日
、

(
R
P
)
 

（
毎
日
新
聞

1
.
2
.
2
)
 

9

1

 

ガ
人
余
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
国
家

勢
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
。

た
が
、
長
期
的
に
見
れ
は
中
国
の
人
口
情

●
l
日
の
北
京
放
送
に
よ
る
と
、
中
国
の

総
人
口
は
今
年
末
ま
で
に

11
億
6
0
0
0
 

人
口
計
画
は
達
成
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

中
国
の
人
口
、

11億
6
千
万
人
に

画
出
産
が
成
果
を
上
げ
た
た
め
、
当
初
の

人
世
帯
の
数
を
上
回
っ
た
の
も
初
。
単
身

（
毎
日
新
間

北
京
で
開
か
れ
た
計
画
出
産
協
会
の
会
議

で
明
ら
か
に
し
た
。
中
国
で
は
今
年
、
計

91 ． 
11 ． 
30 
~ ク”

初
め
て
三
人
を
割
っ
た
。

人
世
帯
が
四

て
い
る
。

る。

一
世
帯
当
た
り
で
は
ニ
・
九
九
人
と

帯
数
は
人
口
を
上
回
る
伸
び
が
続
い
て
い

核
家
族
化
と
単
身
者
が
増
え
た
た
め
、
世

【
世
帯
数
】

七
十
五
世
帯
で
、
前
回
よ
り
二
百
六
十
九

万
四
百
九
十
一
世
帯
（
七
•
一
％
）
増
加
。

・
通
学
に
一
時
間
以
上
か
け
て
い
る
人
の

全
国
の
世
帯
数
は
四
千
六
十
七
万
四
百

晩
婚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

七
三
ニ
・
三
％
だ
か
ら
、

日
本
が
か
な
り

五
％
か
ら
五
九
・
ニ
％
に
下
が
っ
た
。

女
性
が
一
三
・
九
％

（
同
二
八
・

（
同
一
0
•
四
％
）
。

女
性
が
急
速
に
晩
婚
化
し
て
い
る
。
米
、

英
、
仏
、
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
八
六
、
八
七

年
の
調
査
で
同
年
齢
の
男
性
の
未
婚
率
が

三
九
•
六
四
八
•
五
％
、
女
性
が
二
五
・

性
が
三
ニ
・
六
％

-
%
）
、

三
十
歳
以
上
三
十
四
歳
以
下
の
場
合
も
男

持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
の
は
前
回
よ
り

性
が
四
0

・
ニ
％

（
同
三
0
•
六
％
）
。

【
住
宅
】

％
 
（
前
回
調
査
で
は
六

0
•
四
％
）
、
女

未
婚
率
が
増
加
し
て
お
り
、
二
十
五
歳
以

上
二
十
九
歳
以
下
で
は
男
性
が
六
四
•
四

者
の
う
ち
下
宿
、
寮
な
ど
の
共
同
生
活
者

は
減
り
、
八
四
・
ニ
％
が
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
一
人
暮
ら
し
。

六
•
四
％
多
い
二
千
四
百
五
万
九
千
九
百

五
十
世
帯
だ
が
、
世
帯
数
の
伸
び
に
追
い

付
け
ず
、
持
ち
家
率
は
逆
に
前
回
の
五
九

率
が
下
が
っ
た
の
は
七
0
年
以
来
。
特
に

首
都
圏
の
率
が
低
下
し
た
。

【
通
勤
・
通
学
】

今
回
、
初
め
て
通
勤
・
通
学
時
間
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
全
国
平
均
は
三
十
一
分
で
、

三
十
分
以
下
が
過
半
数
だ
っ
た
。
東
京
、

大
阪
近
県
で
は
通
勤
時
間
が
長
く
、
通
勤

割
合
は
、
奈
良
の
三
九
・
九
％
を
筆
頭
に

▽
神
奈
川
三
九
・

-
％
▽
千
葉
三
八
・
ニ

％
▽
埼
玉
三
八
•
一
％
な
ど
で
多
く
な
っ
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外
国
人
労
働
者
問
題
で
は
、
国
内
に
大

見
直
し
に
言
及
し
て
い
る
。

（
稲
盛
和
夫
部
会
長
）
は
四
日
、
今
月
中

提
言
し
て
い
る
。

止
な
ど
の
行
政
処
分

る
査
証
（
ビ
ザ
）
免
除
の
見
直
し
な
ど
を

が
特
徴
だ
。

行
革
審
）

の

行
革
審
部
会
報
告

い
る
。

「
世
界
の
中
の
日
本
部
会
」

旬
の
二
次
答
申
に
向
け
た
部
会
報
告
を
ま

と
め
、
鈴
木
永
二
会
長
に
提
出
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
外
国
人
労
働
者
の
受
け
人
れ

問
題
で
、
受
け
入
れ
総
枠
設
定
な
ど
、
一

定
条
件
の
も
と
で
働
き
な
が
ら
技
術
・
技

能
を
習
得
す
る
「
外
国
人
技
能
実
習
制

度
」
（
仮
称
）
の
創
設
を
提
言
、
よ
り
開

か
れ
た
外
国
人
労
働
者
対
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)

で
は
、
援
助
の
基
本
理
念
、
地
域
ご
と
の
某

本
的
援
助
方
針
な
ど
を
明
記
し
た
「
O
D
A

大
網
」
の
制
定
を
提
唱
。
地
球
環
境
保
全
問

題
で
は
、
環
境
庁
の
組
織
全
体
の
抜
本
的
な

報
告
書
は
、
①
外
国
人
労
働
者
問
題
お

よ
び
外
国
人
に
対
す
る
行
政
②
地
球
環

境
保
全
に
関
す
る
行
政
③

O
D
A
の
実

施
体
制
④
学
術
研
究
の
国
際
化
と
文
化

交
流
等
の
推
進
の
四
本
柱
で
構
成
さ
れ
て

戸

開

放

を

量
の
外
国
人
不
法
就
労
者
が
存
在
し
て
い

る
現
実
を
直
視
、
川
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
な
ど
に
甚
づ
く
現
行
の
外
国
人
研

修
制
度
が
単
に
「
労
働
力
不
足
対
策
に
使

わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

新
た
に
創
設
を
提
言
す
る
「
外
国
人
技

能
実
習
制
度
L

で
は
、
こ
れ
ら
を
改
善
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
原
則
と
し

て
現
地
へ
の
進
出
企
業
の
従
業
員
に
限
定

さ
れ
て
い
る
現
行
制
度
に
対
し
、
受
け
人

れ
総
枠
の
設
定
、
滞
在
期
間
を
二
年
と
し

て
延
長
を
認
め
な
い
な
ど
、
一
定
条
件
の

も
と
で
門
戸
を
開
放
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

日
本
人
と
同
じ
待
遇
の
社
会
保
障
を
適
用

し
た
雇
用
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

一
方
、
単
純
労
働
者
の
増
加
防
止
対
策

と
し
て
、
対
象
職
種
を
労
働
大
臣
認
定
の

技
能
検
定
戦
種
（
機
械
加
工
な
ど
百
三
十

三
種
）
に
限
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
①
不

法
就
労
の
仲
介
業
者
や
雇
用
主
に
営
業
停

「

O
D
A
大

網
」
を
策
定
し
た
う
え
で
、

O
D
A
中
期

目
標
、
年
次
方
針
な
ど
を
作
成
し
、
毎
年

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
（
第
三
次

O
D
A
は

②
該
当
国
に
対
す

外

国

人

労

働

者

条

件

付

き

門
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た
外
国
人
労
働
者
受
け
人
れ
の
た
め
の

そ
の
達
成
状
況
を
公
表
す
る
よ
う
提
言
。

ま
た
、
外
務
省
を
は
じ
め
四
省
庁
に
ま

た
が
る
円
借
款
問
題
で
は
、
審
査
の
迅
速

化
と
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
交
換
公
文
締
結
な
ど
を
定
期
的
に
公

表
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

地
球
環
境
保
全
で
は
、
環
境
庁
の
環
境

行
政
、
組
織
全
体
の
抜
本
的
な
見
直
し
の

ほ
か
、
わ
が
国
が
地
球
環
境
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
地
球
環
境
保
全
の
理
念
、

国
の
責
務
、
目
標
の
設
定
な
ど
を
明
記
し

た
基
本
方
針
を
策
定
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
環
境
問
題
全
般
に
わ
た
る

専
門
家
の
育
成
も
提
唱
し
て
い
る
。

単
純
労
働
者
導
入
直
結
せ
ず稲

盛
部
会
長

「
世
界
の
中
の
日
本
部
会
」
の
稲
盛
和

夫
部
会
長
は
四
日
午
後
、
第
二
次
報
告
を

提
出
後
記
者
会
見
し
、
部
会
が
打
ち
出
し

「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
に
つ
い
て

「
厳
し
い
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
り
、
単

純
労
働
者
受
け
入
れ
に
は
つ
な
が
ら
な

い
」
と
述
べ
、
単
純
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
を
否
定
し
た
。

60
万
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

国
□
〗

行
革
審
の
「
世
界
の
中
の
日
本
部
会
」

の
報
告
の
う
ち
、
創
設
を
提
唱
し
て
い
る

従
っ
て
実
施
計
画
に
人
っ
て
も
、
今
回
の

は
じ
め
関
係
省
庁
の
抵
抗
は
相
当
に
強
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
省
、
法
務
省
を

六
十
万
人
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け
人
れ

が
可
能
に
な
る
。

界
部
会
委
員
）
を
想
定
し
て
お
り
、
実
に

働
総
人
工

（
六
千
万
人
）

の
一
％
」

（世

受
け
人
れ
枠
も
、
現
行
制
度
の
適
用
を

受
け
て
い
る
外
国
人
が
実
質
三
万
人
な
の

に
対
し
、
今
回
の
制
度
で
は

「
日
本
の
労

も
の
だ
。

を
持
っ
た
外
国
人
の
就
労
を
容
易
に
す
る

し
て
、

「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
は
、
現
在
十

万
人
と
も
言
わ
れ
る
外
国
人
不
法
就
労
者

の
増
加
を
防
ぐ
一
方
で
、
条
件
付
き
な
が

ら
研
修
後
の
就
労
を
認
め
て
お
り
、
外
国

人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
門
戸
を
開
こ
う

と
し
て
い
る
点
で
画
期
的
な
試
み
と
い
え

従
業
員
で
あ
る
こ
と
」
と
限
定
す
る
な
ど
、

「
手
っ
取
り
早
く
カ
ネ
を

稼
ぎ
た
い
」
と
い
う
外
国
人
労
働
者
の
思

惑
が
一
致
、
不
法
就
労
を
助
長
し
て
い
る

の
が
実
情
。一

定
の
学
力
と
技
術
習
得
の
意
思

今
回
の
制
度
は
、
こ
う
し
た
点
に
着
目

「
人
手
不
足
を
補
い
た
い
」
と
す

る
企
業
側
と
、

た
め
、

厳
し
い
条
件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

に
つ
い
て
、

「
原
則
と
し
て
進
出
企
業
の

現
行
研
修
制
度
は
外
国
人
の
受
け
人
れ

る。
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付
属
文
書
は
、

サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
す
べ

ン
ド
な
ど
途
上
国
は
、

「
建
築
や
建
設
工

を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
強
ま
っ
て
き
た
。

イ

は
必
至
で
、

わ
が
国
が
大
き
な
政
策
転
換

要
請
し
て
い
る
。

付
属
文
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

要
求
が
一
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と

の
合
意
を
背
景
に
、
今
後
行
わ
れ
る
二
国

間
交
渉
で
海
外
か
ら
の
「
門
戸
開
放
」

の

国
は
外
国
か
ら
の
単
純
労
働
者
の
受
け
入

れ
を
認
め
て
い
な
い
が
、
新
ラ
ウ
ン
ド
で

規
則
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
」

と
し
、
外
国
人
労
働
者
に
国
内
労
働
者
と

平
等
の
社
会
保
険
や
最
低
賃
金
な
ど
の
制

度
を
適
用
す
る
こ
と
を
、
受
け
人
れ
国
に

賛
成
も
得
て
合
意
さ
れ
る
見
通
し
。
わ
が

に
し
て
い
る
。

InJ
案
は
、
途
上
国
を
は
じ

め
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
共
同
体

(
E
C
)

さ
ら
に
第
五
条
で
は
、
外
国
か
ら
の
労

働
者
は
「
労
働
条
件
な
ど
す
べ
て
の
国
内

の

な
る
危
ぐ
も
あ
る
。

関
税
・
貿
易
一
般
協
定
（
ガ
ッ
ト
）

ウ
ン
ド
）

そ
の
意
味
で
こ
の
報

（
稲
盛
部
会

の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
分
野
で
、
最

大
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
国
境
を
越
え

た
労
働
者
の
移
動
自
由
化
を
規
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
貿
易
一
般
協
定
の
付
属
文
書
案

（
産
経
新
聞

労
働
移
動
の
付
属
文
書
は
全
七
条
で
構

成
さ
れ
、
第
三
条
で
、
自
由
化
の
対
象
を

止
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
す
べ
て
の
個
人

の
移
動
」
と
定
義
し
、
業
種
、
戦
種
に
は

制
限
を
設
け
ず
、
単
純
労
働
者
を
も
交
渉

の
対
象
に
し
て
い
る
。

べ
て
の
労
働
者
の
移
動
を
自
由
化
の
対
象

属
文
書
案
で
は
、
単
純
労
働
者
を
含
む
す

の
全
文
が
五
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
付

野
に
つ
い
て
作
成
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

ま
ま
適
用
で
き
な
い
特
殊
な
サ
ー
ビ
ス
分

貿
易
一
般
協
定
の
原
則
や
ル
ー
ル
を
そ
の

新
多
角
的
貿
易
交
渉
（
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

か
、
金
融
、

電
気
通
偏
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス

の

協
定
を
補
完
す
る
も
の
。
労
働
移
動
の
ほ

サ
ー
ビ
ス
貿
易
付
属
文
書
案

て
の
分
野
の
共
通
ル
ー
ル
を
示
し
た
一
般

単
純
労
働
者
も
移
動
自
由
化

I

新

ラ

ウ

ン

ド

合

意

ヘ

告
は

「
内
な
る
国
際
化
」

1
,
2
.
5
)
 

9

1

 

（
政
治
部
福
島
徳
）

高
く
な
り
、
外
国
人
が
ク
リ
ア
で
き
な
く

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

価
」
の
ハ
ー
ド
ル
が
関
係
省
庁
の
抵
抗
で

る
の
は
、

ま
ず
提
言
が
実
行
に
移
さ
れ
る

報
告
で
義
務
づ
け
た
実
習
生
の

「
技
能
評

長）

の
第
一
歩
で
あ
り
、
真
価
を
問
わ
れ
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「
世
界
の
中
の
日
本

部
会
」
に
よ
る
報
告
書
は
、
そ
の
面
で
、

事
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
る
の

に
、
そ
れ
に
従
事
す
る
建
設
労
働
者
な
ど

の
移
動
が
自
由
化
さ
れ
な
い
こ
と
は
不
公

平
だ
」
と
し
て
、
単
純
労
働
者
を
交
渉
対

象
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
な
ど
先
進
国
は
、

経
済
難
民
の
大
量
流
人
な
ど
を
警
戒
し
て
、

例
え
ば
建
築
、
建
設
の
場
合
は
建
築
士
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
の
専
門
技
術
者
だ
け
の
移

し
か
し
、
新
ラ
ウ
ン
ド
が
最
終
局
面
を

迎
え
、
単
純
労
働
者
の
受
け
人
れ
を
条
件

「
労
働
開
国
」
へ
、

外
国
人
労
働
者
問
題
を
考
え
る
時
、
最

も
重
要
な
視
点
は
、
彼
ら
を
、
単
に
安
い

労
働
力
と
し
て
受
け
人
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
。
無
権
利
状
態
に
陥
る
不
法
就
労

者
を
放
置
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

労
働
者
と
送
り
出
し
国
は
一
時
的
に
潤

う
が
、
本
当
の
国
づ
く
り
に
は
結
び
付
き

に
く
い
。
わ
が
国
も
人
手
を
得
て
一
息
つ

け
る
が
、
安
価
な
労
働
力
は
労
働
市
場
を

混
乱
さ
せ
、
定
住
傾
向
が
強
ま
れ
ば
社
会

的
な
ト
ラ
プ
ル
も
多
発
す
る
だ
ろ
う
。

第
三
次
行
革
審
・

、

こ
0

て
し

t

動
自
由
化
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
と

t
張
し

サ
ー
ビ
ス
貿
易
全
体
の
交
渉
を
進
展
さ
せ

る
に
は
、
単
純
労
働
者
問
題
に
こ
だ
わ
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、
途
上
国
側

に
譲
歩
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。

た
だ
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
平
等

な
制
度
適
用
を
求
め
た
第
五
条
に
つ
い
て

は
、
依
然
、
先
進
国
と
途
上
国
の
意
見
対

立
が
あ
り
、
九
日
か
ら
の
交
渉
で
調
整
が

行
わ
れ
る
。

（
読
売
新
聞

と
う
歩
む
か

問
題
点
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
を
示
し
た
。

報
告
書
は
、
現
行
の
研
修
制
度
を
改
善

す
る
「
技
能
実
習
制
度
」
を
提
唱
し
た
。

政
府
が
受
け
入
れ
枠
を
設
け
る
。
実
習

生
は
本
国
で
日
本
語
を
、
あ
る
程
度
学
ん

で
か
ら
来
日
す
る
。
研
修
で
こ
定
水
準
の

技
能
を
身
に
着
け
れ
ば
、
受
け
入
れ
企
業

と
一
雇
用
関
係
を
結
び
技
能
実
習
に
入
る
。

そ
の
間
は
各
種
の
労
働
関
係
法
令
、
社
会

保
障
が
適
用
さ
れ
る
。
二
年
以
内
で
延
長

は
認
め
な
い
。

一
方
で
、
不
法
就
労
者
と
仲
介
業
者
、

雇
用
主
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
。
ま

1
.
2
.
6
)
 

9
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付
き
で
許
可
し
て
い
る
米
、

E
C
な
ど
が
、
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受
け
入
れ
る
戦
種
を
限
定
し
、
労
働
省

た
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
救
急
医
療
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向
け
努
力
す
る
、

゜
う
ヽ

と
し

「
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
者
は
受
け
人
れ

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
単
純
労
働
者

で
あ
っ
て
も
、
研
修
と
実
務
で
一
定
水
準

労
働
者
が
、
帰
国
後
も
、

そ
の
技
能
で

国
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
意
義
は
深
い
。

「
他
国
と
の
共
生
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
、
送
り
出
し
国
の
経
済
発
展
に

効
果
的
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
報
告
書
の

基
本
姿
勢
を
支
持
す
る
。

し
か
し
、
疑
問
点
は
多
い
。

そ
れ
を
守
ら
せ
る
有
効
な
手
立
て
は
あ
る

の
か
。

一
定
期
間
の
労
働
後
、
帰
国
さ
せ

る
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」
は
、
旧
西

ド
イ
ツ
で
も
検
討
さ
れ
た
が
、
一
雁
用
主
も

労
働
者
も
延
長
を
望
み
実
施
で
き
な
か
っ

こ
°t
 シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
実
施
し
て
い
る
が
、

相
当
の
警
察
力
が
い
る
。
ま
た
人
口
三
百

万
人
弱
の
都
市
国
家
と
、

件
も
違
い
過
ぎ
る
。

わ
が
国
で
は
条

の
技
能
検
定
戦
種
（
百
三
十
三
種
）
を
目

安
に
労
働
者
に
技
能
を
習
得
さ
せ
る
、
と

い
う
。
だ
が
、
送
り
出
し
国
別
の
割
り
当

滞
在
期
間
の
延
長
は
不
可
、
と
す
る
が
、

の
技
能
労
働
者
に
育
て
る
シ
ス
テ
ム
作
り

で
あ
る
。

1
.
2
.
6
)
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拙
速
は
避
け
る
べ
き
だ
。

美
辞
麗
句
を
並
べ
て
も
、
し
ょ
せ
ん
は

修
」
名
目
で
正
規
の
雇
用
契
約
に
す
る
方

て
を
、
ど
う
決
め
る
の
か
。

技
能
検
定
職
種
は
、
板
金
、
電
気
機
器

組
み
立
て
、
縫
製
、
木
工
、
左
官
な
ど
幅

広
い
が
、
製
造
業
中
心
で
農
水
産
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
は
な
い
に
等
し
い
。
関
係
業

界
か
ら
の
反
発
は
必
至
だ
。
滞
在
中
の
転

職
は
認
め
な
い
、
と
い
う
が
、
そ
の
防
止

策
は
あ
る
の
か
。

業
や
団
体
の
指
導
・
援
助
に
当
た
る

際
研
修
協
力
機
構
」
が
十
月
発
足
し
た
。

通
常
一
年
の
研
修
を
、
将
来
は
一
年
延
長

し
、
こ
の
報
告
書
と
同
様
に

針
だ
。
同
機
構
に
よ
る
実
践
も
見
守
り
な

が
ら
、
疑
問
点
の
解
消
に
努
め
て
ほ
し
い
。

人
手
不
足
解
消
策
と
の
批
判
に
耐
え
る
た

め
、
急
病
で
倒
れ
た
外
国
人
労
働
者
を
制

度
的
に
、
ど
う
救
う
か
。
そ
ん
な
現
実
的

な
課
題
を
優
先
し
実
行
す
る
決
意
が
い
る
。

（
毎
日
新
間

「
実
務
研 「国

す
で
に
、
外
国
人
研
修
生
を
迎
え
る
企
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来
の
原
則
は
堅
持
す
る
考
え
だ
。
今
後
、

外
務
、
労
働
な
ど
関
係
省
庁
と
協
議
し
て

う
え
で
細
部
を
詰
め
る
。

「
出
入
国
管
理
基
本
計
画
」
は
昨
年
六

月
に
施
行
し
た
改
正
人
管
法
で
、
中
•
長

期
的
な
人
管
政
策
の
方
向
性
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
策
定
を
義
務
付

け
て
い
た
。
計
画
の
期
間
は
定
め
な
い
が
、

内
容
は
①
現
状
分
析
②
今
後
の
政
策
の
指

針
③
そ
の
他
の
事
項
ー
ー
の
三
部
構
成
と

し
、
法
相
名
で
公
表
す
る
。

今
後
の
指
針
と
し
て
は
単
純
労
働
者
を

受
け
人
れ
な
い
と
す
る
政
府
の
方
針
に
変

更
が
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
。
最
近
で
は

れ
に
関
し
て
は
容
認
で
き
な
い
と
す
る
従

内
に
も
ま
と
め
る
。
不
法
就
労
者
が
十
万

人
を
上
回
り
、
外
国
人
労
働
者
の
処
遇
に

法
務
省
は
九

0
年
代
後
半
ま
で
の
人
国

管
理
政
策
の
指
針
と
な
る
基
本
計
画
を
年

外
的
に
延
長
も
可
能
）

で
、
渡
航
費
や
滞

つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
の

を
踏
ま
え
、
現
行
の
外
国
人
研
修
制
度
を

拡
大
す
る
形
で
、
事
実
上
、
研
修
後
の
一

定
期
間
の
就
労
を
認
め
る
制
度
を
初
め
て

打
ち
出
す
。
た
だ
単
純
労
働
者
の
受
け
入

そ
の
う
え
で
、

日
本
で
の
研
修
に
つ
い

ま
る
。

関
税
貿
易
一
般
協
定
・
多
角
的
貿
易
交
渉

で
発
展
途
上
国
を
中
心
に
労
働
市
場
の
開

「
さ
ら
に

放
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
な
ど
、
受
け
人

れ
に
向
け
た
国
際
的
な
圧
力
が
急
速
に
強

ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
」
と
の
考
え
に
と
ど

て
は
一
段
と
拡
大
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
。

研
修
を
通
じ
た
技
術
移
転
が
結
果
と
し
て

途
上
国
な
ど
の
所
得
水
準
を
上
げ
る
こ
と

に
な
り
、
国
際
貢
献
に
も
役
立
つ
と
の
判

断
か
ら
だ
。
期
間
が
最
長
で
も
一
年
（
例

在
費
な
ど
の
実
費
に
当
た
る
研
修
手
当
の

支
給
に
限
ら
れ
て
い
る
現
行
制
度
を
発
展

さ
せ
、
将
来
は
研
修
後
に
賃
金
を
得
て
一

定
期
間
、
就
労
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
盛
り
込
む
。
た
だ
外
国
人
の
保
険
制
度

や
就
労
期
間
の
決
定
な
ど
課
題
も
多
い
た

め
、
導
入
時
期
ま
で
は
触
れ
な
い
方
向
だ
。

研
修
後
の
就
労
に
関
し
て
は
、
臨
時
行

政
改
革
推
進
審
議
会
の
「
世
界
の
中
の
日

本
部
会
」
が
四
日
の
報
告
で
、
滞
在
期
間

を
二
年
以
内
と
し
た
技
能
実
習
制
度
の
新

（
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
）

年
内
に
も
「
単
純
労
働
者
」
は
認
め
ず

外
国
人
労
働
者
の
研
修
後
就
労

制
度
化
へ
基
本
計
画

法務省
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設
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
十
二
日
の
行
革

審
の
二
次
答
申
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
見
通

し
。
法
務
省
の
計
画
も
こ
れ
を
大
筋
で
受

け
入
れ
る
形
に
な
る
が
、
就
労
期
間
が
切

れ
た
後
に
確
実
に
外
国
人
を
帰
国
さ
せ
る

た
め
の
方
策
な
ど
、
制
度
を
新
設
す
る
た

め
の
問
題
点
も
あ
わ
せ
て
指
摘
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

1
.
2
.
9
)
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12
月

20
日 9

日
2
 

11月

2
8
日
i

11
月

27日 10
日

11月

2

日

i

19
日

10
月

6
日
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン

参
加

i
H
本

、

中

国

‘

タ

イ

広
瀬

ス

リ

ラ

ン

カ

イ

ン

ト

ハ
ル
フ
ダ
ン
。

ハ
ノ
イ
。

副
団
長
~
降
矢
憲

藤
正
昭
、
楠
本
修
）
。

APDA• 

m謡平

成

3
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
労
慟
力
流
出
に
関
す

る
調
森
研
究
」
調
牡
団
を
中
国
に
派
遣
（
団
長
芦
黒
田
俊

夫

、

河

合

弘

十

‘

大

塚

友

芙

‘

ウ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
人
口
•
開
発
事
情
視
察
議
貝
‘
団
派
遣
（
団

長
賢
升
上
普
方
議
貝
‘
阿
部
昭
吾
議
貝
‘
三
治
重
信
議
貝
‘

桜
井
新
議
貝
‘
高
桑
栄
松
議
貝
）
。
訪
問
先
ホ
ー
チ
ミ
ン
‘

フ
エ
、
タ
ナ
ン
‘

マ
ー
ラ
ー

I
P
P
F
事

務

局

長

及

び

マ

ー

ク
・
ラ
ス
ヤ
ン
事
務
局
長
補
来
所
。

A
F
P
P
D
運
営
委
貝
会
開
催
。

於
~
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク

U
N
F
P
A
、

ヽ

I
P
P
F
 
G
C
P
P
D
。

安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事
業
企
血
調
整
局
長
米
所
。

次
雄
理
事
と
事
業
計
血
に
つ
い
て
協
議
。

遠
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《会員の特典》

0会費や寄付金には特定公益増進法人と

しての認可を受けているため、免税措

置がとられています。

O季刊誌 rアジアー人口と開発」や研究

書等が送られます。

0人口と開発に関する海外情報が得られ

ます。

賛助会費 I口 5 0, 0 0 0円（年額）

免税措置：当法人は、所得税法施行令第

2 I 7条第 1項第 3号及ぴ法

人税法施行令第 77条第 1項

第3号に掲げる特定公益増進

法人です。

＜申込先＞

〒100東京都千代田区永田町 2-10-2 

永田町TBRピル 710号室

財団法人 アジア人口•開発協会

(AP DA) 

TEL 03-3581-7770 

FAX 03-3581-7796 

人
口
問
題
は
‘
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
卜
の
最
も
咀
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
几
九
一
年
の
世
界
人
口
は
五
十
四
億
人
、
そ
の
う
ち
ア
ジ
ア
の
人
口
は
約
六

0
％
を

占
め
る
一
二
十
二
億
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

人
日
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
棚
を
及
は
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
か
、
人
類
生
存
の
カ
キ
を
握
っ
て
い
る
I

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
は
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
か
大
ぎ
な
根
本
原
囚
な

の
て
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
‘
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
‘
も
う
こ
れ
以
上
放
罹
て
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
ぎ
て
い
ま
す
。
ま
た
‘
人
口
問
題
て
は
燥
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
‘
こ
れ
以
上
子
供
か
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
か
ふ
え
て
い
る
地
球
‘
こ
の
こ

と
か
も
た
ら
す
高
令
化
現
象
に
伴
う
労
慟
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
さ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
‘
す
べ
て
＂
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

A
P
D
A
（
ア
プ
タ
）
は
、
官
民
及
ひ
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
jj
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
‘
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
九
r
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

頓
い
い
た
し
ま
す
。

の

A
 ̂
P、

D

A
賛

助

会

員

ご

入

会

I 

お

願
し、
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監 理

平
成
三
年
十
二
月
三
ト
一
日

事

（
敬
称
略
•
五
十
音
順

事
~
斎
田
慶
四
郎
仰
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
監

依
田

阻

電

力

中

央

研

究

所

理

事

長

＊ 
材＜

一
久

叩

日

本

原

子

力

産

業

会

議

専

務

理

事

本

多

健

京

都

大

学

工

学

部

教

授

房

野

夏

明

的

経

済

団

体

連

合

会

常

務

理

事

広

瀬

次

雄

伽

ア

ジ

ア

人

ロ

・

開

発

協

会

事

務

局

長

花

村

仁

八

郎

側

経

済

団

体

連

合

会

相

談

役

西

野

世

界

国

際

協

力

事

業

団

理

事

武

田

修

三

郎

東

海

大

学

工

学
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．日本の人口転換と農村間発
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昭和 58年度
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インド国一一

｛ 

ーその軌跡一 （日本語版）
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Basic Survey Report on Population and Family Agricultural Development in Asian Countries 
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